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特集：

災害を生き延びる
防災リテラシーを学ぶ
にいがたトップインタビュー
北越工業株式会社

明日のためにできること
糖尿病は一度なったら
一生治らない？

運用と情報の
岡三にいがた証券

岡三証券グループとしての強みを活かし、
グローバルネットワークを通じた、

タイムリーで質の高い情報をお届けします。

■柏崎支店 〒945-0055	柏崎市駅前1-5-1	 0257（23）6277
■上越支店 〒943-0834	上越市西城町3-5-24	 025（524）0290
■見附支店 〒954-0057	見附市新町1-17-23	 0258（62）1680
■小出支店 〒946-0011	魚沼市小出島487	 025（792）1355
■五泉支店 〒959-1863	五泉市東本町2-5-1	 0250（43）0291
■小千谷営業所	 〒947-0028	小千谷市城内1-2-14	 0258（83）0290

■本店
〒940-0062	長岡市大手通1丁目5番地5
TEL.0258（35）0290

■新潟支店
〒951-8068	新潟市中央区上大川前通6番町1178－1
TEL.025（224）6231

■十日町支店	 〒948-0082	十日町市本町3-358-1	 025（757）4101
■三条支店 〒955-0062	三条市仲之町1-12	 0256（35）1961
■新井支店 〒944-0043	妙高市朝日町1-2-7	 0255（72）3145
■新発田支店	 〒957-0052	新発田市大手町1-1-15	 0254（24）0290
■六日町営業所	 〒949-6680	南魚沼市六日町1831	 025（770）0291

商号等	：	岡三にいがた証券株式会社　金融商品取引業者	関東財務局長(金商)	第169号　加入協会	：	日本証券業協会

お問い合わせは （平日9：00～17：00）

岡 三 よ ろ し く
0120-03-4649

■お問い合わせは

https://www.okasan-niigata.co.jp
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本誌は2024年6月末現在の情報を基に作成しております（別途記載のあるものは除きます）。

岡三にいがた証券からお客様へ新潟の本物をご紹介する広報誌です。「上に、しっかりと、〜の先に向けて、進んで」といっ
た意味を持つ英語の【ON】。そして岡三(Okasan)にいがた(Niigata)の頭文字【ON】。先見の明を心がけ、お客様の将来を
見据え、お客様と一緒に進んでいきたいという岡三にいがた証券の願いも込め、より良い情報を皆様へお届けします。

岡三にいがた証券広報誌【ON】

表紙／大河津分水（燕市）
全長9.1キロメートル、新潟県を流れる信
濃川を越後平野中央部の燕市（分水地区）
で分岐して流れ日本海まで至る。水害に苦
しむ人々の悲願で通水した分水路は｢東
洋のパナマ運河」と呼ばれるほどの大工事
だった。現在では水辺の美しい自然を誰も
が愉しむことができる。
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上／上流から流れてくる水量によってゲートを開けたり閉
めたりしており、主に大河津分水路に流す水量をコン
トロールしている「可動堰」。円弧形状をしたラジアル
ゲートを使っており、ラジアルゲートとしては幅が日本
一大きい堰です。

右／信濃川大河津資料館は、防災の歴史と未来を感じられ
る場所。“昔の人は川をどう見ていたのか？”個人のレベ
ルで水害について考えるきっかけを与えてくれる。展望
室からは洗堰（あらいぜき）、可動堰（かどうぜき）、国の
登録有形文化財の旧洗堰を見ることが可能。

信濃川大河津資料館
お問い合わせ／0256-97-2195

あってはならない災害ですが、生きる上で避けて通れないのが災害
です。新潟県は古くから防災の意識が高く、近年は防災の先進県と
して全国への発信力、活動力が強まっています。
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＜有価証券や金銭のお預りについて＞
有価証券や金銭を当社の口座でお預りする場合には、当社では料金を頂戴いたしません。
なお、証券保管振替機構を通じて他社へ株式等を口座振替する場合には、口座振替する数量に応じ、1銘柄あたり6,600 円（税込み）を上限として口座振替手続料をいただきます。
お取引にあたっては「金銭・有価証券の預託、記帳及び振替に関する契約のご説明」の内容を十分にお読みいただき、ご理解いただいたうえでご契約ください。
＜株式＞
株式の売買取引には、約定代金（単価×数量）に対し、最大1.265%（税込み）（手数料金額が2,750 円を下回った場合は2,750 円（税込み））の売買手数料をいただきます。ただし、株式累積
投資は一律1.265%（税込み）の売買手数料となります。国内株式を募集等により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。
外国株式の海外委託取引には、約定代金に対し、最大1.518%（税込み）の売買手数料をいただきます。
※外国証券の外国取引にあたっては、外国金融商品市場等における売買手数料および公租公課その他の賦課金が発生します（外国取引に係る現地諸費用の額は、その時々の市場状況、現
地情勢等に応じて決定されますので、その合計金額等をあらかじめ記載することはできません）。外国株式を募集等により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。
・株式は、株式相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による株価の変動によって損失が生じるおそれがあります。
・株式は、発行体やその他の者の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等により、株価が変動することによって損失が生じるおそれがあります。
・また、外国株式については、為替相場の変動によって、売却後に円換算した場合の額が下落することによって損失が生じるおそれがあります。
＜債券＞
・債券を募集・売出し等により、または当社との相対取引により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。なお、取引価格には、販売・管理等に関する役務の対価相当額が含
まれております。
・債券は、金利水準、株式相場、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による債券価格の変動によって損失が生じるおそれがあります。
・債券は、発行体やその他の者の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等により、債券価格が変動することによって損失が発生するおそれがあり、また、元本や利子の支
払いの停滞もしくは支払い不能の発生または特約による元本の削減等のおそれがあります。
・金融機関が発行する債券は、信用状況の悪化により本拠所在地国の破綻処理制度が適用され、債権順位に従って元本や利子の削減や株式への転換等が行われる可能性があります。ただ
し、適用される制度は発行体の本拠所在地国により異なり、また今後変更される可能性があります。
＜投資信託＞
投資信託のお申込みにあたっては、銘柄ごとに設定された費用をご負担いただきます。
・お申込時に直接ご負担いただく費用：お申込手数料（お申込金額に対して最大3.85%（税込み））
・保有期間中に間接的にご負担いただく費用：信託報酬（信託財産の純資産総額に対して最大年率2.145%（税込み））
・換金時に直接ご負担いただく費用：換金手数料（お申込金額に対して1口当り最大1.1%（税込み））また、信託財産留保金（換金時に適用される基準価額に対して最大0.5％）
・その他の費用：監査報酬、有価証券等の売買にかかる手数料、資産を外国で保管する場合の費用等が必要となり、商品ごとに費用は異なります。お客様にご負担いただく費用の総額は、投
資信託を保有される期間等に応じて異なりますので、記載することができません（外国投資信託の場合も同様です）。
・投資信託は、国内外の株式や債券等の金融商品に投資する商品ですので、株式相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による、対象組入れ有価証券の価格の変動によっ
て基準価額が下落することにより、損失が生じるおそれがあります。
・投資信託は、組入れた有価証券の発行者（或いは、受益証券に対する保証が付いている場合はその保証会社)の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等による、対象
組入れ有価証券の価格の変動によって基準価額が変動することにより、損失が生じるおそれがあります。
・上記記載の手数料等の費用の最大値は今後変更される場合があります。
＜信用取引＞
信用取引には、約定代金に対し、最大1.265%（税込み）（手数料金額が2,750 円を下回った場合は2,750 円（税込み））の売買手数料、管理費および権利処理手数料をいただきます。また、買
付けの場合、買付代金に対する金利を、売付けの場合、売付株券等に対する貸株料および品貸料をいただきます。委託証拠金は、売買代金の30％以上で、かつ100万円以上の額が必要です。
信用取引では、委託証拠金の約3.3 倍までのお取引を行うことができるため、株価の変動により委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれがあります。
○金融商品は、個別の金融商品ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なります。当該金融商品の取引契約をされる場合、その金融商品の「契約締結前交付書面」
（もしくは目論見書）または「上場有価証券等書面」の内容を十分にお読みいただき、ご理解いただいたうえでご契約ください。
○この資料は岡三にいがた証券が信頼できると判断した情報に基づいて作成されたものですがその情報の正確性、完全性を保証するものではありません。また、資料中の記載内容、数値、図
表等は、本資料作成時点のものであり、事前の連絡なしに変更される場合があります。なお、本資料に記載されたいかなる内容も将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありませ
ん。投資に関する最終決定は投資家ご自身の判断と責任でなされるようお願いいたします。
○2037年12 月までの間、復興特別所得税として、源泉徴収に係る所得税額に対して2.1％の付加税が課税されます。
○岡三にいがた証券およびその関係会社、役職員が、この資料に記載されている証券もしくは金融商品について自己売買または委託売買取引を行う場合があります。
○自然災害等不測の事態により金融商品取引市場が取引を行えない場合は売買執行が行えないことがあります。

岡三にいがた証券株式会社		金融商品取引業者		関東財務局長（金商）第169 号		加入協会：日本証券業協会	
（2024年4月改訂）
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に

学
ぶ
こ
と
は
勿
論
、先
人
の
想

い
や
知
恵
を
今
に
活
か
し
未
来

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
私
達
に

と
っ
て
は
重
要
で
す
。現
代
社

会
の
中
で
、①
情
報
を
自
ら
取

り
に
行
く
、②
家
族
な
ど
身
近

な
人
の
間
で
ル
ー
ル
を
決
め
る
、

③
避
難
の
目
安
と
な
る
べ
き
指

標
を
共
有
す
る
等
、防
災
ル
ー

ル
を
作
っ
て
お
け
ば
災
害
時
の

命
の
危
険
は
よ
り
減
ら
せ
ま

す
。」と
樋
口
さ
ん
は
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。実
際
に
大
河
津

分
水
へ
足
を
運
び
、川
の
怖
さ

と
恩
恵
を
体
感
す
る
こ
と
も

防
災
意
識
の
高
ま
り
に
繋
が

り
そ
う
で
す
。

過
去
の
経
験
や
知
恵
に
学
ぶ

「
防
災
意
識
」

上／上流から流れてくる水量によってゲートを開けたり閉
めたりしており、主に大河津分水路に流す水量をコン
トロールしている「可動堰」。円弧形状をしたラジアル
ゲートを使っており、ラジアルゲートとしては幅が日本
一大きい堰です。

右／信濃川大河津資料館は、防災の歴史と未来を感じられ
る場所。“昔の人は川をどう見ていたのか？”個人のレベ
ルで水害について考えるきっかけを与えてくれる。展望
室からは洗堰（あらいぜき）、可動堰（かどうぜき）、国の
登録有形文化財の旧洗堰を見ることが可能。

信濃川大河津資料館
お問い合わせ／0256-97-2195

あってはならない災害ですが、生きる上で避けて通れないのが災害
です。新潟県は古くから防災の意識が高く、近年は防災の先進県と
して全国への発信力、活動力が強まっています。

災害を生き延びる
防災リテラシーを学ぶ

信
濃
川
大
河
津
資
料
館
｜

燕
市

特
集

＜有価証券や金銭のお預りについて＞
有価証券や金銭を当社の口座でお預りする場合には、当社では料金を頂戴いたしません。
なお、証券保管振替機構を通じて他社へ株式等を口座振替する場合には、口座振替する数量に応じ、1銘柄あたり6,600 円（税込み）を上限として口座振替手続料をいただきます。
お取引にあたっては「金銭・有価証券の預託、記帳及び振替に関する契約のご説明」の内容を十分にお読みいただき、ご理解いただいたうえでご契約ください。
＜株式＞
株式の売買取引には、約定代金（単価×数量）に対し、最大1.265%（税込み）（手数料金額が2,750 円を下回った場合は2,750 円（税込み））の売買手数料をいただきます。ただし、株式累積
投資は一律1.265%（税込み）の売買手数料となります。国内株式を募集等により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。
外国株式の海外委託取引には、約定代金に対し、最大1.518%（税込み）の売買手数料をいただきます。
※外国証券の外国取引にあたっては、外国金融商品市場等における売買手数料および公租公課その他の賦課金が発生します（外国取引に係る現地諸費用の額は、その時々の市場状況、現
地情勢等に応じて決定されますので、その合計金額等をあらかじめ記載することはできません）。外国株式を募集等により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。
・株式は、株式相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による株価の変動によって損失が生じるおそれがあります。
・株式は、発行体やその他の者の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等により、株価が変動することによって損失が生じるおそれがあります。
・また、外国株式については、為替相場の変動によって、売却後に円換算した場合の額が下落することによって損失が生じるおそれがあります。
＜債券＞
・債券を募集・売出し等により、または当社との相対取引により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。なお、取引価格には、販売・管理等に関する役務の対価相当額が含
まれております。
・債券は、金利水準、株式相場、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による債券価格の変動によって損失が生じるおそれがあります。
・債券は、発行体やその他の者の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等により、債券価格が変動することによって損失が発生するおそれがあり、また、元本や利子の支
払いの停滞もしくは支払い不能の発生または特約による元本の削減等のおそれがあります。
・金融機関が発行する債券は、信用状況の悪化により本拠所在地国の破綻処理制度が適用され、債権順位に従って元本や利子の削減や株式への転換等が行われる可能性があります。ただ
し、適用される制度は発行体の本拠所在地国により異なり、また今後変更される可能性があります。
＜投資信託＞
投資信託のお申込みにあたっては、銘柄ごとに設定された費用をご負担いただきます。
・お申込時に直接ご負担いただく費用：お申込手数料（お申込金額に対して最大3.85%（税込み））
・保有期間中に間接的にご負担いただく費用：信託報酬（信託財産の純資産総額に対して最大年率2.145%（税込み））
・換金時に直接ご負担いただく費用：換金手数料（お申込金額に対して1口当り最大1.1%（税込み））また、信託財産留保金（換金時に適用される基準価額に対して最大0.5％）
・その他の費用：監査報酬、有価証券等の売買にかかる手数料、資産を外国で保管する場合の費用等が必要となり、商品ごとに費用は異なります。お客様にご負担いただく費用の総額は、投
資信託を保有される期間等に応じて異なりますので、記載することができません（外国投資信託の場合も同様です）。
・投資信託は、国内外の株式や債券等の金融商品に投資する商品ですので、株式相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による、対象組入れ有価証券の価格の変動によっ
て基準価額が下落することにより、損失が生じるおそれがあります。
・投資信託は、組入れた有価証券の発行者（或いは、受益証券に対する保証が付いている場合はその保証会社)の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等による、対象
組入れ有価証券の価格の変動によって基準価額が変動することにより、損失が生じるおそれがあります。
・上記記載の手数料等の費用の最大値は今後変更される場合があります。
＜信用取引＞
信用取引には、約定代金に対し、最大1.265%（税込み）（手数料金額が2,750 円を下回った場合は2,750 円（税込み））の売買手数料、管理費および権利処理手数料をいただきます。また、買
付けの場合、買付代金に対する金利を、売付けの場合、売付株券等に対する貸株料および品貸料をいただきます。委託証拠金は、売買代金の30％以上で、かつ100万円以上の額が必要です。
信用取引では、委託証拠金の約3.3 倍までのお取引を行うことができるため、株価の変動により委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれがあります。
○金融商品は、個別の金融商品ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なります。当該金融商品の取引契約をされる場合、その金融商品の「契約締結前交付書面」
（もしくは目論見書）または「上場有価証券等書面」の内容を十分にお読みいただき、ご理解いただいたうえでご契約ください。
○この資料は岡三にいがた証券が信頼できると判断した情報に基づいて作成されたものですがその情報の正確性、完全性を保証するものではありません。また、資料中の記載内容、数値、図
表等は、本資料作成時点のものであり、事前の連絡なしに変更される場合があります。なお、本資料に記載されたいかなる内容も将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありませ
ん。投資に関する最終決定は投資家ご自身の判断と責任でなされるようお願いいたします。
○2037年12 月までの間、復興特別所得税として、源泉徴収に係る所得税額に対して2.1％の付加税が課税されます。
○岡三にいがた証券およびその関係会社、役職員が、この資料に記載されている証券もしくは金融商品について自己売買または委託売買取引を行う場合があります。
○自然災害等不測の事態により金融商品取引市場が取引を行えない場合は売買執行が行えないことがあります。

岡三にいがた証券株式会社		金融商品取引業者		関東財務局長（金商）第169 号		加入協会：日本証券業協会	
（2024年4月改訂）

手数料およびリスクについての重要な注意事項

3 特集  災害を生き延びる防災リテラシーを学ぶ     

8 にいがたトップインタビュー 
北越工業株式会社

代表取締役社長	佐藤	豪一	氏

新潟大学医学部	血液・内分泌・代謝内科	教授

12 明日のためにできること 

曽根	博仁	氏

16 岡三にいがた証券ってどんな会社？ 
当社は創業125周年を迎えます
各種セミナー・勉強会の開催　

18 支店のご紹介 
三条支店

19 美しき新潟の庭園 
田上町指定文化財	越後豪農の館	椿寿荘

14 投資と貯蓄のツボ 
新NISAつみたて投資枠の銘柄選び

3



地
震
や
水
害
な
ど
の
自
然

災
害
が
多
発
す
る
今
日
、地
球

上
に
住
む
私
達
に
と
っ
て「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」自
己

防
災
ス
キ
ル
は
ま
す
ま
す
重
要

な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

「
キ
ャ
ン
プ
が
災
害
時
に
役

立
つ
と
の
認
識
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。子
ど
も
の
頃
か
ら
キ
ャ

ン
プ
を
経
験
す
る
こ
と
で
、ア

ウ
ト
ド
ア
ス
キ
ル
が
自
然
と
身

に
つ
き
、楽
し
み
な
が
ら
、も
し

も
の
時
に
備
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。」そ
う
語
る
の
は
ア
ウ
ト

ド
ア
を
通
じ
て
数
々
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
き
た
、長

岡
地
域
振
興
局
の
髙
木
信
行

さ
ん
。イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
情

報
発
信
、サ
バ
イ
バ
ル
ス
キ
ル
を

学
ぶ
子
ど
も
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
、『
ア
ウ
ト
ド
ア
を
防
災
に

活
か
す
取
り
組
み
』を
県
内
地

域
振
興
局
の
垣
根
を
超
え
て

展
開
し
て
い
ま
す
。

「
イ
ン
フ
ラ
が
遮
断
さ
れ
た

災
害
時
の
避
難
生
活
は
、ま
さ

に
キ
ャ
ン
プ
そ
の
も
の
で
ア
ウ

ト
ド
ア
は
防
災
と
直
結
し
て

い
る
と
言
え
ま
す
。そ
こ
で
県

内
外
の
防
災
関
連
企
業・団
体

が
集
結
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム【
に
い
が
た
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
】で
は
、『
ア
ウ
ト
ド
ア
×
防
災

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
産
学
官
連
携

に
よ
り
展
開
・
発
信
し
て
い
ま

す
。」と
県
産
業
労
働
部
の
白

川
雅
人
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

新
潟
県
は
首
都
圏
と
の
ア
ク

セ
ス
が
良
く
、山
も
川
も
海
も

島
も
あ
る
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。更
に
は
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
い
防
災
産
業
が
あ

り
、こ
れ
ら
を
活
か
し
て“
新

潟
を
キ
ャ
ン
プ
の
聖
地
に
”と

願
う
取
り
組
み
は
、防
災
リ
テ

ラ
シ
ー
発
信
の
地
と
し
て
新
潟

県
が
よ
り
活
性
化
し
て
い
く
こ

と
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　
｜

長
岡
地
域

楽
し
み
な
が
ら
身
に
つ
く
、

ア
ウ
ト
ド
ア
防
災
術

“キャンプはボウサイ”をスローガンに｢にいがたキャンプ市場
活性化プロジェクト」を県内各地域振興局が連携して進め
ており、『24サバイバルキャンプ』『ソトアソビ	ソトゴハン』と
いったアウトドアイベントを展開しています。また、県産業労
働部は｢にいがた防災ステーション」で『アウトドア×防災プ
ロジェクト』を展開・発信しています。

16
時
10
分
に
起
き
た
能
登

半
島
地
震
の
発
災
直
後
、16
時

35
分
頃
に
上
越
市
の
海
岸
部
に

到
達
し
た
津
波
は
関
川
を
遡

上
、港
町
の一部
が
浸
水
被
害
を

受
け
ま
し
た
。津
波
の
高
さ
は

関
川
河
口
で
3・2
メ
ー
ト
ル
。

市
は
津
波
警
報
の
発
表
を
避

難
指
示
と
し
て
お
り
、今
回
の

津
波
に
よ
る
指
定
避
難
所
へ
の

避
難
者
に
人
的
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
29
年
に
作
成
し
た「
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
」の
周
知
、町

内
ご
と
の
避
難
行
動
計
画
な
ど

が
役
立
っ
た
一
方
で
、課
題
も
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。避
難
対

象
区
域
以
外
の
人
も
一
斉
に
自

動
車
で
避
難
し
た
の
で
渋
滞
が

起
き
ま
し
た
。自
動
車
で
の
移

動
は
、渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
て

津
波
の
被
害
に
遭
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。市
の
方
針
と
し
て
、

自
力
で
避
難
で
き
な
い
人
に
限

定
し
た
自
動
車
に
よ
る
避
難
を

検
討
し
て
お
り
、避
難
先
と
移

動
経
路
も
複
数
想
定
し
て
い
ま

す
。ま
た
、被
災
地
域
を
中
心

に
各
町
内
で
、避
難
が
必
要
な

人
が
速
や
か
に
避
難
で
き
る
よ

う
に
、避
難
行
動
計
画
の
見
直

し
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
本
海
側
の
活
断
層
は
陸
地

に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、津

波
は
短
時
間
で
到
達
。よ
り
早

く
、高
い
場
所
へ
の
避
難
が
求
め

ら
れ
ま
す
。こ
の
日
本
海
側
の

津
波
の
特
性
を
新
潟
県
民
は

知
って
お
く
べ
き
で
す
。

今
回
は
何
も
持
た
な
い
で
避

難
し
た
人
が
大
多
数
で
し
た
。

津
波
の
場
合
、一
時
的
に
命
を

守
る
場
所
と
し
て
指
定
緊
急

避
難
場
所
が
あ
り
ま
す
が
、指

定
避
難
場
所
と
異
な
り
備
蓄

品
が
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。防

寒
具
な
ど
非
常
持
出
品
を
玄

関
に
常
備
し
て
お
け
ば
、津
波

以
外
の
災
害
時
に
も
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

上
越
市
防
災
危
機
管
理
部
｜

上
越
市

日
本
海
側
の
津
波
の
避
難
は

原
則
徒
歩
で
「
早
く
高
く
」

上／避難訓練の様子。市が町内会を対象に行ったアンケート結果
では、地震の際に避難の呼びかけや誘導などの防災活動を行っ
た町内は66％。普段の訓練どおりに活動できたと回答した町
内は49％でした。連絡網の不備や携帯電話がつながりにくい
ことが判明し、訓練の重要性を改めて認識しました。町内、家
族内で避難場所を確認し、防災訓練に参加することが大切です。

右／「上越市津波ハザードマップ」。日本海側の津波は活断層の活
動によるもので、活動頻度は数千年に一度と低頻度であること、
地震の規模は小さく、水深も浅いので、太平洋側のような巨大
で幾度も押し寄せる津波は発生しないと想定される一方で、震
源域が陸地から近いので短時間で津波が到達します。

取材協力／上越市	防災危機管理部
お問い合わせ／025-520-5665

取材協力／新潟県	長岡地域振興局
新潟県	産業労働部	産業政策課

お問い合わせ／0258-38-2507

（出典／上越市津波ハザードマップ）

ア
ウ
ト
ド
ア
×
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地
震
や
水
害
な
ど
の
自
然

災
害
が
多
発
す
る
今
日
、地
球

上
に
住
む
私
達
に
と
っ
て「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」自
己

防
災
ス
キ
ル
は
ま
す
ま
す
重
要

な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

「
キ
ャ
ン
プ
が
災
害
時
に
役

立
つ
と
の
認
識
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。子
ど
も
の
頃
か
ら
キ
ャ

ン
プ
を
経
験
す
る
こ
と
で
、ア

ウ
ト
ド
ア
ス
キ
ル
が
自
然
と
身

に
つ
き
、楽
し
み
な
が
ら
、も
し

も
の
時
に
備
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。」そ
う
語
る
の
は
ア
ウ
ト

ド
ア
を
通
じ
て
数
々
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
き
た
、長

岡
地
域
振
興
局
の
髙
木
信
行

さ
ん
。イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
情

報
発
信
、サ
バ
イ
バ
ル
ス
キ
ル
を

学
ぶ
子
ど
も
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
、『
ア
ウ
ト
ド
ア
を
防
災
に

活
か
す
取
り
組
み
』を
県
内
地

域
振
興
局
の
垣
根
を
超
え
て

展
開
し
て
い
ま
す
。

「
イ
ン
フ
ラ
が
遮
断
さ
れ
た

災
害
時
の
避
難
生
活
は
、ま
さ

に
キ
ャ
ン
プ
そ
の
も
の
で
ア
ウ

ト
ド
ア
は
防
災
と
直
結
し
て

い
る
と
言
え
ま
す
。そ
こ
で
県

内
外
の
防
災
関
連
企
業・団
体

が
集
結
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム【
に
い
が
た
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
】で
は
、『
ア
ウ
ト
ド
ア
×
防
災

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
産
学
官
連
携

に
よ
り
展
開
・
発
信
し
て
い
ま

す
。」と
県
産
業
労
働
部
の
白

川
雅
人
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

新
潟
県
は
首
都
圏
と
の
ア
ク

セ
ス
が
良
く
、山
も
川
も
海
も

島
も
あ
る
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。更
に
は
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
い
防
災
産
業
が
あ

り
、こ
れ
ら
を
活
か
し
て“
新

潟
を
キ
ャ
ン
プ
の
聖
地
に
”と

願
う
取
り
組
み
は
、防
災
リ
テ

ラ
シ
ー
発
信
の
地
と
し
て
新
潟

県
が
よ
り
活
性
化
し
て
い
く
こ

と
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　
｜

長
岡
地
域

楽
し
み
な
が
ら
身
に
つ
く
、

ア
ウ
ト
ド
ア
防
災
術

“キャンプはボウサイ”をスローガンに｢にいがたキャンプ市場
活性化プロジェクト」を県内各地域振興局が連携して進め
ており、『24サバイバルキャンプ』『ソトアソビ	ソトゴハン』と
いったアウトドアイベントを展開しています。また、県産業労
働部は｢にいがた防災ステーション」で『アウトドア×防災プ
ロジェクト』を展開・発信しています。

16
時
10
分
に
起
き
た
能
登

半
島
地
震
の
発
災
直
後
、16
時

35
分
頃
に
上
越
市
の
海
岸
部
に

到
達
し
た
津
波
は
関
川
を
遡

上
、港
町
の一部
が
浸
水
被
害
を

受
け
ま
し
た
。津
波
の
高
さ
は

関
川
河
口
で
3・2
メ
ー
ト
ル
。

市
は
津
波
警
報
の
発
表
を
避

難
指
示
と
し
て
お
り
、今
回
の

津
波
に
よ
る
指
定
避
難
所
へ
の

避
難
者
に
人
的
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
29
年
に
作
成
し
た「
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
」の
周
知
、町

内
ご
と
の
避
難
行
動
計
画
な
ど

が
役
立
っ
た
一
方
で
、課
題
も
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。避
難
対

象
区
域
以
外
の
人
も
一
斉
に
自

動
車
で
避
難
し
た
の
で
渋
滞
が

起
き
ま
し
た
。自
動
車
で
の
移

動
は
、渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
て

津
波
の
被
害
に
遭
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。市
の
方
針
と
し
て
、

自
力
で
避
難
で
き
な
い
人
に
限

定
し
た
自
動
車
に
よ
る
避
難
を

検
討
し
て
お
り
、避
難
先
と
移

動
経
路
も
複
数
想
定
し
て
い
ま

す
。ま
た
、被
災
地
域
を
中
心

に
各
町
内
で
、避
難
が
必
要
な

人
が
速
や
か
に
避
難
で
き
る
よ

う
に
、避
難
行
動
計
画
の
見
直

し
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
本
海
側
の
活
断
層
は
陸
地

に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、津

波
は
短
時
間
で
到
達
。よ
り
早

く
、高
い
場
所
へ
の
避
難
が
求
め

ら
れ
ま
す
。こ
の
日
本
海
側
の

津
波
の
特
性
を
新
潟
県
民
は

知
って
お
く
べ
き
で
す
。

今
回
は
何
も
持
た
な
い
で
避

難
し
た
人
が
大
多
数
で
し
た
。

津
波
の
場
合
、一
時
的
に
命
を

守
る
場
所
と
し
て
指
定
緊
急

避
難
場
所
が
あ
り
ま
す
が
、指

定
避
難
場
所
と
異
な
り
備
蓄

品
が
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。防

寒
具
な
ど
非
常
持
出
品
を
玄

関
に
常
備
し
て
お
け
ば
、津
波

以
外
の
災
害
時
に
も
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

上
越
市
防
災
危
機
管
理
部
｜

上
越
市

日
本
海
側
の
津
波
の
避
難
は

原
則
徒
歩
で
「
早
く
高
く
」

上／避難訓練の様子。市が町内会を対象に行ったアンケート結果
では、地震の際に避難の呼びかけや誘導などの防災活動を行っ
た町内は66％。普段の訓練どおりに活動できたと回答した町
内は49％でした。連絡網の不備や携帯電話がつながりにくい
ことが判明し、訓練の重要性を改めて認識しました。町内、家
族内で避難場所を確認し、防災訓練に参加することが大切です。

右／「上越市津波ハザードマップ」。日本海側の津波は活断層の活
動によるもので、活動頻度は数千年に一度と低頻度であること、
地震の規模は小さく、水深も浅いので、太平洋側のような巨大
で幾度も押し寄せる津波は発生しないと想定される一方で、震
源域が陸地から近いので短時間で津波が到達します。

取材協力／上越市	防災危機管理部
お問い合わせ／025-520-5665

取材協力／新潟県	長岡地域振興局
新潟県	産業労働部	産業政策課

お問い合わせ／0258-38-2507

（出典／上越市津波ハザードマップ）
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今
年
は
新
潟
地
震
か
ら
60

年
、中
越
地
震
か
ら
20
年
の
節

目
の
年
で
す
。さ
ら
に
今
年
1

月
に
は
能
登
半
島
地
震
が
発

災
。新
潟
市
の
一
部
が
液
状
化

し
、上
越
市
の
海
岸
部
で
は
津

波
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

全
国
的
に
も「
首
都
圏
直
下

型
地
震
」「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」

に
対
す
る
防
災
・
減
災
の
意
識

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。災
害
の

被
害
状
況
、私
た
ち
の
暮
ら
し

へ
の
影
響
、災
害
か
ら
の
教
訓

や
記
憶
を
あ
ら
た
に
、中
越
防

災
安
全
推
進
機
構（
※
1
）の
諸

橋
和
行
事
務
局
長
か
ら
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

防
災
は
日
常
の
延
長
線

弱
者
に
優
し
い
ま
ち
へ

1
9
6
4
年
に
起
き
た
新

潟
地
震
は
市
内
の
中
心
部
が

液
状
化
し
、死
者
26
名
、負
傷

者
4
4
7
名
、7
万
棟
以
上
の

家
屋
が
損
壊
。そ
の
新
潟
地
震

か
ら
40
年
後
、2
0
0
4
年
に

発
災
し
た
中
越
地
震
で
は
最

大
震
度
7
を
観
測
。68
人
が
犠

牲
と
な
り
、避
難
者
10
万
人
、

約
12
万
棟
の
住
宅
が
損
壊
し

る
職
場
な
ど
が
非
常
時
に
有

機
的
に
機
能
し
ま
す
。

個
人
の
レ
ベ
ル
で
は
、自
分
の

周
囲
で
助
け
が
必
要
な
人
に

手
を
差
し
伸
べ
る
と
い
う
普
段

か
ら
の
行
動
が
、災
害
弱
者
の

被
災
を
最
低
限
に
抑
え
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。さ
ら
に

個
人
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
と
、毎

日
、歩
い
た
り
走
っ
た
り
し
て
、

体
力
を
維
持
す
る
こ
と
も
非

常
時
の
助
け
に
な
り
ま
す
。日

常
を
よ
り
良
く
生
き
る
こ
と
が

災
害
の
備
え
や
対
策
に
な
る
の

で
す
」と
諸
橋
さ
ん
。避
難
訓

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
被
害
状
況
か
ら

私
た
ち
は
非
日
常
を
想
定
し

て
防
災
を
考
え
ま
す
が
、諸
橋

さ
ん
は「
日
常
の
延
長
線
に
防

災
が
あ
る
」と
言
い
ま
す
。中

越
地
震
は
中
山
間
地
の
被
害

が
甚
大
で
し
た
が
、そ
こ
に
根

づ
い
て
い
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
力
が

災
害
時
に
活
か
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
頃
か
ら
草
刈
り
や
花
の
苗

植
え
な
ど
の
活
動
、あ
る
い
は

祭
り
を
通
じ
て
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る
町
内
会
、

何
で
も
気
軽
に
相
談
し
合
え

練
な
ど
の
防
災
活
動
が
地
域
の

人
を
つ
な
ぎ
、共
助
の
力
を
育

ん
で
い
き
ま
す
。

防
災
の
先
進
県
と
し
て

産
業
振
興
や
災
害
支
援

防
災
に
つ
い
て
新
潟
県
が
注

力
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
伺
い

ま
し
た
。第
一
は
人
材
育
成
で

す
。新
潟
県
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

養
成
を
行
い
、非
常
時
に
行
政

だ
け
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
部

分
を
補
って
、市
民
を
牽
引
し
て

い
く
人
材
を
育
て
ま
す
。第
二

に
、避
難
所
運
営
の
体
制
の
強

化
で
す
。併
せ
て
災
害
時
に
支

援
が
必
要
な
方
の
名
簿
を
作

り
、事
前
に
把
握
し
て
い
ま
す
。

第
三
に
過
去
の
災
害
を
踏
ま

え
て
、防
災
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

形
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。防
災
を
切
り
口
に
産
業
の

活
性
化
を
目
指
し
、企
業
や
行

政
、各
種
団
体
が
協
働
し
て
い

ま
す
。　

　

能
登
半
島
地
震
で
は
、日
頃

か
ら
の
連
携
を
活
か
し
て
チ
ー

ム
中
越（
※
２
）が
1
月
6
日
か

ら
現
地
入
り
し
て
、11
日
か
ら

ト
イ
レ
カ
ー
を
設
置
。そ
の
後
、

継
続
し
て
避
難
所
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

「
地
震
の
自
助
の
基
本
は
、と

に
か
く
発
災
の
瞬
間
を
生
き

延
び
る
こ
と
。耐
震
性
の
あ
る

家
に
住
み
、寝
室
に
は
、転
倒
す

る
家
具
を
置
か
な
い
こ
と
。家

具
に
は
転
倒
防
止
の
措
置
を
す

る
こ
と
。発
災
後
に
動
け
る
こ

と
が
大
事
で
す
。お
米
は
優
秀

な
保
存
食
で
す
。飲
料
水
、カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、断

水
時
に
ト
イ
レ
の
代
わ
り
に
な

る
大
き
め
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
あ

る
と
助
か
り
ま
す
」と
諸
橋
さ

ん
。今

年
は
中
越
地
震
か
ら
20

年
目
で
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
が

多
数
、企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
防
災
に
つ
い
て

学
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。（
左
表
参
照
）

※１	中越防災安全推進機構は中越地震から被災、復
興に関わる経験を蓄積し、全国に発信する目的で
2006 年に設立。長岡大学、長岡技術科学大学、長
岡造形大学、長岡工業高等専門学校、防災科学技術
研究所雪氷防災研究センターの５研究機関と連携し
ながら、市民、行政、企業、諸団体との協働で活動
しています。

中
越
地
震
か
ら
20
年

災
害
か
ら
私
た
ち
が

学
ん
だ
こ
と

能登半島地震では、チーム中越
が中心となり避難所支援で足湯
の活動などを行い、被災者の方
が抱える不安や心配事をヒアリ
ング。現地の支援調整窓口へ人
材も派遣しました。

中越防災安全推進機構では防災
リーダーの育成に努めて、これ
までに約1000人が資格を取得
しています。

◆中越地震 20年メモリアルイベント

※２	チーム中越は、中越防災安全推進機構、長岡市
社会福祉協議会、中越市民防災安全士会、長岡青年
会議所などで構成される長岡市の被災地支援団体。

2
0
0
4
年
10
月
23
日
17
時
56
分
に
発
災
し
た
中
越
地
震
。
震
源
の
深
さ
13
キ
ロ
の
直
下
型

の
地
震
で
、
中
山
間
地
の
被
害
が
大
き
く
、
約
3
0
0
0
世
帯
、
約
9
0
0
0
人
が
応
急
仮

設
住
宅
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

1964年6月13日13 時1分に発災した新潟地震。市の中心部が液状
化し、石油タンクの火災、昭和大橋の落橋など大きな被害をもたらし
ました。

写真提供／新潟県

取材協力／公益社団法人中越防災安全推進機構	
お問い合わせ／0258-39-5525
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今
年
は
新
潟
地
震
か
ら
60

年
、中
越
地
震
か
ら
20
年
の
節

目
の
年
で
す
。さ
ら
に
今
年
1

月
に
は
能
登
半
島
地
震
が
発

災
。新
潟
市
の
一
部
が
液
状
化

し
、上
越
市
の
海
岸
部
で
は
津

波
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

全
国
的
に
も「
首
都
圏
直
下

型
地
震
」「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」

に
対
す
る
防
災
・
減
災
の
意
識

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。災
害
の

被
害
状
況
、私
た
ち
の
暮
ら
し

へ
の
影
響
、災
害
か
ら
の
教
訓

や
記
憶
を
あ
ら
た
に
、中
越
防

災
安
全
推
進
機
構（
※
1
）の
諸

橋
和
行
事
務
局
長
か
ら
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

防
災
は
日
常
の
延
長
線

弱
者
に
優
し
い
ま
ち
へ

1
9
6
4
年
に
起
き
た
新

潟
地
震
は
市
内
の
中
心
部
が

液
状
化
し
、死
者
26
名
、負
傷

者
4
4
7
名
、7
万
棟
以
上
の

家
屋
が
損
壊
。そ
の
新
潟
地
震

か
ら
40
年
後
、2
0
0
4
年
に

発
災
し
た
中
越
地
震
で
は
最

大
震
度
7
を
観
測
。68
人
が
犠

牲
と
な
り
、避
難
者
10
万
人
、

約
12
万
棟
の
住
宅
が
損
壊
し

る
職
場
な
ど
が
非
常
時
に
有

機
的
に
機
能
し
ま
す
。

個
人
の
レ
ベ
ル
で
は
、自
分
の

周
囲
で
助
け
が
必
要
な
人
に

手
を
差
し
伸
べ
る
と
い
う
普
段

か
ら
の
行
動
が
、災
害
弱
者
の

被
災
を
最
低
限
に
抑
え
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。さ
ら
に

個
人
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
と
、毎

日
、歩
い
た
り
走
っ
た
り
し
て
、

体
力
を
維
持
す
る
こ
と
も
非

常
時
の
助
け
に
な
り
ま
す
。日

常
を
よ
り
良
く
生
き
る
こ
と
が

災
害
の
備
え
や
対
策
に
な
る
の

で
す
」と
諸
橋
さ
ん
。避
難
訓

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
被
害
状
況
か
ら

私
た
ち
は
非
日
常
を
想
定
し

て
防
災
を
考
え
ま
す
が
、諸
橋

さ
ん
は「
日
常
の
延
長
線
に
防

災
が
あ
る
」と
言
い
ま
す
。中

越
地
震
は
中
山
間
地
の
被
害

が
甚
大
で
し
た
が
、そ
こ
に
根

づ
い
て
い
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
力
が

災
害
時
に
活
か
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
頃
か
ら
草
刈
り
や
花
の
苗

植
え
な
ど
の
活
動
、あ
る
い
は

祭
り
を
通
じ
て
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る
町
内
会
、

何
で
も
気
軽
に
相
談
し
合
え

練
な
ど
の
防
災
活
動
が
地
域
の

人
を
つ
な
ぎ
、共
助
の
力
を
育

ん
で
い
き
ま
す
。

防
災
の
先
進
県
と
し
て

産
業
振
興
や
災
害
支
援

防
災
に
つ
い
て
新
潟
県
が
注

力
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
伺
い

ま
し
た
。第
一
は
人
材
育
成
で

す
。新
潟
県
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

養
成
を
行
い
、非
常
時
に
行
政

だ
け
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
部

分
を
補
って
、市
民
を
牽
引
し
て

い
く
人
材
を
育
て
ま
す
。第
二

に
、避
難
所
運
営
の
体
制
の
強

化
で
す
。併
せ
て
災
害
時
に
支

援
が
必
要
な
方
の
名
簿
を
作

り
、事
前
に
把
握
し
て
い
ま
す
。

第
三
に
過
去
の
災
害
を
踏
ま

え
て
、防
災
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

形
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。防
災
を
切
り
口
に
産
業
の

活
性
化
を
目
指
し
、企
業
や
行

政
、各
種
団
体
が
協
働
し
て
い

ま
す
。　

　

能
登
半
島
地
震
で
は
、日
頃

か
ら
の
連
携
を
活
か
し
て
チ
ー

ム
中
越（
※
２
）が
1
月
6
日
か

ら
現
地
入
り
し
て
、11
日
か
ら

ト
イ
レ
カ
ー
を
設
置
。そ
の
後
、

継
続
し
て
避
難
所
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

「
地
震
の
自
助
の
基
本
は
、と

に
か
く
発
災
の
瞬
間
を
生
き

延
び
る
こ
と
。耐
震
性
の
あ
る

家
に
住
み
、寝
室
に
は
、転
倒
す

る
家
具
を
置
か
な
い
こ
と
。家

具
に
は
転
倒
防
止
の
措
置
を
す

る
こ
と
。発
災
後
に
動
け
る
こ

と
が
大
事
で
す
。お
米
は
優
秀

な
保
存
食
で
す
。飲
料
水
、カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、断

水
時
に
ト
イ
レ
の
代
わ
り
に
な

る
大
き
め
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
あ

る
と
助
か
り
ま
す
」と
諸
橋
さ

ん
。今

年
は
中
越
地
震
か
ら
20

年
目
で
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
が

多
数
、企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
防
災
に
つ
い
て

学
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。（
左
表
参
照
）

※１	中越防災安全推進機構は中越地震から被災、復
興に関わる経験を蓄積し、全国に発信する目的で
2006 年に設立。長岡大学、長岡技術科学大学、長
岡造形大学、長岡工業高等専門学校、防災科学技術
研究所雪氷防災研究センターの５研究機関と連携し
ながら、市民、行政、企業、諸団体との協働で活動
しています。

中
越
地
震
か
ら
20
年

災
害
か
ら
私
た
ち
が

学
ん
だ
こ
と

能登半島地震では、チーム中越
が中心となり避難所支援で足湯
の活動などを行い、被災者の方
が抱える不安や心配事をヒアリ
ング。現地の支援調整窓口へ人
材も派遣しました。

中越防災安全推進機構では防災
リーダーの育成に努めて、これ
までに約1000人が資格を取得
しています。

◆中越地震 20年メモリアルイベント

※２	チーム中越は、中越防災安全推進機構、長岡市
社会福祉協議会、中越市民防災安全士会、長岡青年
会議所などで構成される長岡市の被災地支援団体。

2
0
0
4
年
10
月
23
日
17
時
56
分
に
発
災
し
た
中
越
地
震
。
震
源
の
深
さ
13
キ
ロ
の
直
下
型

の
地
震
で
、
中
山
間
地
の
被
害
が
大
き
く
、
約
3
0
0
0
世
帯
、
約
9
0
0
0
人
が
応
急
仮

設
住
宅
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

1964年6月13日13 時1分に発災した新潟地震。市の中心部が液状
化し、石油タンクの火災、昭和大橋の落橋など大きな被害をもたらし
ました。

写真提供／新潟県

取材協力／公益社団法人中越防災安全推進機構	
お問い合わせ／0258-39-5525
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にいがた
トップインタビュー

第 回

で
き
ま
せ
ん
。水
素
社
会
が
来
て
か
ら

取
り
組
ん
だ
の
で
は
遅
い
の
で
す
。バ
イ

オ
燃
料
で
動
く
発
電
機
の
実
用
化
を
目

指
し
つつ
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
開
発

も
推
進
し
ま
す
。

―
研
究
開
発
は
、ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。

佐
藤
開
発
部
長
が
と
て
も
積
極
的
で
、

技
術
開
発
力
で
飛
躍
し

エ
ア
マ
ン
の
名
前
は
国
内
外
へ

―
創
立
か
ら
86
年
を
迎
え
て
、主
力
製

品
の
エ
ン
ジ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
は
、国
内
シ
ェ

ア
の
約
9
割
、世
界
シ
ェ
ア
第
２
位
と
い

う
実
績
を
築
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。こ

こ
ま
で
成
長
さ
れ
た
要
因
と
会
社
の
歴

史
の
中
で
、タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤
我
々
は
、先
輩
方
が
築
い
て
き

た
歴
史
に
学
ん
で
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
言
わ
れ
ま
す

と
、1
9
5
0
年
の
朝
鮮
戦
争
の
と
き

に
米
軍
か
ら
の
特
需
を
受
け
た
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。国
内
で
は
、い
く
つ
か
の

メ
ー
カ
ー
が
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
を
作
っ
て
い
ま

し
た
が
、米
軍
の
要
求（
日
本
国
内
の
実

績
を
50
％
上
回
る
、毎
分
1
1
0
0
～

1
2
0
0
回
転
）に
応
え
ら
れ
る
品
質

に
達
し
て
い
た
の
は
当
社
の
ほ
か
数
社
だ

け
で
し
た
。さ
ら
に
高
速
か
つ
小
型
の
も

の
は
当
社
だ
け
で
し
た
の
で
、圧
倒
的
に

当
社
へ
の
受
注
が
多
く
な
り
ま
し
た
。こ

の
ポ
ー
タ
ブ
ル
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
大
量
受
注

を
き
っ
か
け
に
、当
社
は
成
長
し
て
い
き

ま
し
た
。当
時
の
米
軍
の
徹
底
的
な
品

質
管
理
を
受
け
た
こ
と
で
、技
術
水
準

も
向
上
。こ
の
時
の
社
長
が
私
の
祖
父
、

佐
藤
五
郎
で
す
。1
9
5
2
年
に
は
エ
ア

マ
ン
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
と
マ
ー
ク
が
生

ま
れ
ま
し
た
。い
ず
れ
も
祖
父
の
ア
イ
デ

ア
で
す
。

―
戦
後
の
混
乱
期
に
、技
術
力
を
高
め

続
け
た
か
ら
こ
そ
、世
界
水
準
に
達
す
る

エ
ア
マ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
こ
と
が

出
来
た
の
で
す
ね
。

佐
藤
祖
父
は
私
が
幼
少
期
に
亡
く
な
っ

た
の
で
、残
念
な
が
ら
葬
儀
の
と
き
の
記

憶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、祖
父
が
考
え
た

「
エ
ア
マ
ン
」の
ブ
ラ
ン
ド
名
と
デ
ザ
イ
ン

は
、大
切
に
す
べ
き
も
の
と
し
て
私
の
中

に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

海
を
越
え
て
世
界
で
活
躍
す
る
人
間
＝

人
材
で
す
。マ
ー
ク
の
背
景
と
し
て
海
を

表
す
波
が
描
か
れ
て
お
り
、初
期
の
レ
シ

プ
ロ
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
を
翼
の
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
に
し
た
も
の
で
、飛
躍
、発
展
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。戦
後
間
も
な
い
時

代
に
祖
父
は
、世
界
を
視
野
に
入
れ
て
会

社
の
発
展
を
願
っ
て
い
た
の
で
す
。

―
北
越
工
業
の
お
名
前
だ
け
で
な
く

「
エ
ア
マ
ン
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
を
よ
く

拝
見
い
た
し
ま
す
。

佐
藤
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
道
路

や
建
物
、工
場
で
出
来
る
製
品
を
作
る
の

に
必
要
な
技
術
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、

当
社
は
B
t
o
B
の
会
社
で
す
か
ら
、一

般
の
方
が
当
社
を
知
る
機
会
は
少
な
い

の
で
す
。そ
こ
で
、意
図
的
に
ブ
ラ
ン
ド
名

を
前
面
に
出
し
て
、「
エ
ア
マ
ン
」の
名
を

広
め
て
会
社
の
知
名
度
を
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

成
長
戦
略
の
要
で
あ
る

モ
ー
タ
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
拡
販

―
エ
ン
ジ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
と
並
ん
で
モ
ー

タ
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
も
大
事
な
事
業
の
柱
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

佐
藤
エ
ン
ジ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
国
内
市

場
は
3
0
0
0
～
4
0
0
0
台
で
、モ
ー

タ
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
国
内
市
場
は
約
2
万

台
で
す
。エ
ン
ジ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
は
当
社

が
約
9
割
の
シ
ェア
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

モ
ー
タ
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
分
野
で
は
、当
社

は
4
番
手
で
す
。モ
ー
タ
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の

分
野
は
、市
場
も
大
き
く
伸
び
し
ろ
が

あ
り
ま
す
の
で
、こ
の
分
野
の
拡
販
を
成

長
戦
略
に
掲
げ
て
い
ま
す
。製
品
に
よ
る

差
別
化
を
図
る
だ
け
で
な
く
、部
品
の
供

給
体
制
を
整
え
て
、納
入
後
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。取
引
先
様

か
ら「
当
社
に
任
せ
て
お
け
ば
安
心
」と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
信
頼
関
係
を

結
び
、リ
ピ
ー
ト
オ
ー
ダ
ー
を
獲
得
し
て

い
き
ま
す
。

―
補
修
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
か
ら
上
が
っ
て
き

た
課
題
を
開
発
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
出

来
ま
す
ね
。

佐
藤
お
客
様
の
声
は
大
事
な
情
報
源
で

す
。ま
た
当
社
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
門
か

ら
、お
客
様
の
要
望
を
営
業
部
門
へ
伝
え

て
受
注
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

水
素
社
会
に
向
け
て

コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
を
発
表

―
従
来
の
技
術
を
基
に
新
し
い
製
品
を

出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
後
の
技
術
開
発

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤
2
0
2
3
年
、展
示
会
で
３
つ
の

新
技
術
の
コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
を
発
表
し

ま
し
た
。１
つ
目
は
水
素
エ
ン
ジ
ン
で
動
く

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
、2
つ
目
は
、生
物
資
源
を

原
料
と
し
た
バ
イ
オ
燃
料
で
動
く
発
電

機
、３
つ
目
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
高
い
水

素
燃
料
電
池
式
の
発
電
装
置
で
す
。水

素
は
燃
焼
時
の
C
O₂
排
出
が
ゼ
ロ
で
脱

炭
素
社
会
へ
の
貢
献
も
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
非
常
に
好
評
で
し
た
。現
段
階
で

は
コ
ス
ト
が
か
か
り
、水
素
社
会
の
到
来

も
不
透
明
で
す
が
、開
発
を
怠
る
こ
と
は

23

水
素
社
会
に
向
け
て
加
速
す
る
技
術
開
発

北
越
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

佐
藤
豪
一
氏

脱炭素に向けて、水素エネルギーと既存の技術のコラボから世界初の製品
開発に挑む北越工業。その歴史は古く、時代の先を行く技術開発力で、エ
ンジンコンプレッサの分野では国内外で圧倒的なシェアを獲得しています。
新社屋も完成し、新しく社長になられた佐藤豪一氏からお話を伺いました。

ロット生産ではなく、一つずつ作るトータルパワーシステムの生産方式。部品も必要な分だけ購入し
て、必要な分だけ製造。徹底して無駄のない生産体制を追求しています。それが北越工業に引き継が
れる哲学であり強みでもあります。

水素エンジンコンプレッサ（左）は、エンジンコンプレッサの水素仕様のコンセプトモデル。エンジンコンプレッサは建設
現場おいて、はつり作業や掘削作業の動力源として使われています。
モータコンプレッサ（右）は、電動のモーターで駆動する空気圧縮機で、圧縮した空気を工場や工場内の機器に供給。静
音なので屋内での使用に最適です。
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第 回

で
き
ま
せ
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。水
素
社
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り
組
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だ
の
で
は
遅
い
の
で
す
。バ
イ

オ
燃
料
で
動
く
発
電
機
の
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用
化
を
目

指
し
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、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
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開
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も
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―
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開
発
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、ど
の
よ
う
に
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っ
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の
で
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佐
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開
発
部
長
が
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も
積
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で
、

技
術
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で
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し

エ
ア
マ
ン
の
名
前
は
国
内
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―
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か
ら
86
年
を
迎
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の
エ
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コ
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の
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割
、世
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シ
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を
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い
ら
っ
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ゃ
い
ま
す
。こ

こ
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で
成
長
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た
要
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と
会
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の
歴

史
の
中
で
、タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
ご
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い
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤
我
々
は
、先
輩
方
が
築
い
て
き

た
歴
史
に
学
ん
で
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
言
わ
れ
ま
す

と
、1
9
5
0
年
の
朝
鮮
戦
争
の
と
き

に
米
軍
か
ら
の
特
需
を
受
け
た
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。国
内
で
は
、い
く
つ
か
の

メ
ー
カ
ー
が
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
を
作
っ
て
い
ま

し
た
が
、米
軍
の
要
求（
日
本
国
内
の
実

績
を
50
％
上
回
る
、毎
分
1
1
0
0
～

1
2
0
0
回
転
）に
応
え
ら
れ
る
品
質

に
達
し
て
い
た
の
は
当
社
の
ほ
か
数
社
だ

け
で
し
た
。さ
ら
に
高
速
か
つ
小
型
の
も

の
は
当
社
だ
け
で
し
た
の
で
、圧
倒
的
に

当
社
へ
の
受
注
が
多
く
な
り
ま
し
た
。こ

の
ポ
ー
タ
ブ
ル
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
大
量
受
注

を
き
っ
か
け
に
、当
社
は
成
長
し
て
い
き

ま
し
た
。当
時
の
米
軍
の
徹
底
的
な
品

質
管
理
を
受
け
た
こ
と
で
、技
術
水
準

も
向
上
。こ
の
時
の
社
長
が
私
の
祖
父
、

佐
藤
五
郎
で
す
。1
9
5
2
年
に
は
エ
ア

マ
ン
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
と
マ
ー
ク
が
生

ま
れ
ま
し
た
。い
ず
れ
も
祖
父
の
ア
イ
デ

ア
で
す
。

―
戦
後
の
混
乱
期
に
、技
術
力
を
高
め

続
け
た
か
ら
こ
そ
、世
界
水
準
に
達
す
る

エ
ア
マ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
こ
と
が

出
来
た
の
で
す
ね
。

佐
藤
祖
父
は
私
が
幼
少
期
に
亡
く
な
っ

た
の
で
、残
念
な
が
ら
葬
儀
の
と
き
の
記

憶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、祖
父
が
考
え
た

「
エ
ア
マ
ン
」の
ブ
ラ
ン
ド
名
と
デ
ザ
イ
ン

は
、大
切
に
す
べ
き
も
の
と
し
て
私
の
中

に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

海
を
越
え
て
世
界
で
活
躍
す
る
人
間
＝

人
材
で
す
。マ
ー
ク
の
背
景
と
し
て
海
を

表
す
波
が
描
か
れ
て
お
り
、初
期
の
レ
シ

プ
ロ
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
を
翼
の
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
に
し
た
も
の
で
、飛
躍
、発
展
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。戦
後
間
も
な
い
時

代
に
祖
父
は
、世
界
を
視
野
に
入
れ
て
会

社
の
発
展
を
願
っ
て
い
た
の
で
す
。

―
北
越
工
業
の
お
名
前
だ
け
で
な
く

「
エ
ア
マ
ン
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
を
よ
く

拝
見
い
た
し
ま
す
。

佐
藤
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
道
路

や
建
物
、工
場
で
出
来
る
製
品
を
作
る
の

に
必
要
な
技
術
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、

当
社
は
B
t
o
B
の
会
社
で
す
か
ら
、一

般
の
方
が
当
社
を
知
る
機
会
は
少
な
い

の
で
す
。そ
こ
で
、意
図
的
に
ブ
ラ
ン
ド
名

を
前
面
に
出
し
て
、「
エ
ア
マ
ン
」の
名
を

広
め
て
会
社
の
知
名
度
を
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

成
長
戦
略
の
要
で
あ
る

モ
ー
タ
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
拡
販

―
エ
ン
ジ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
と
並
ん
で
モ
ー

タ
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
も
大
事
な
事
業
の
柱
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

佐
藤
エ
ン
ジ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
国
内
市

場
は
3
0
0
0
～
4
0
0
0
台
で
、モ
ー

タ
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
国
内
市
場
は
約
2
万

台
で
す
。エ
ン
ジ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
は
当
社

が
約
9
割
の
シ
ェア
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

モ
ー
タ
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
分
野
で
は
、当
社

は
4
番
手
で
す
。モ
ー
タ
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の

分
野
は
、市
場
も
大
き
く
伸
び
し
ろ
が

あ
り
ま
す
の
で
、こ
の
分
野
の
拡
販
を
成

長
戦
略
に
掲
げ
て
い
ま
す
。製
品
に
よ
る

差
別
化
を
図
る
だ
け
で
な
く
、部
品
の
供

給
体
制
を
整
え
て
、納
入
後
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。取
引
先
様

か
ら「
当
社
に
任
せ
て
お
け
ば
安
心
」と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
信
頼
関
係
を

結
び
、リ
ピ
ー
ト
オ
ー
ダ
ー
を
獲
得
し
て

い
き
ま
す
。

―
補
修
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
か
ら
上
が
っ
て
き

た
課
題
を
開
発
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
出

来
ま
す
ね
。

佐
藤
お
客
様
の
声
は
大
事
な
情
報
源
で

す
。ま
た
当
社
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
門
か

ら
、お
客
様
の
要
望
を
営
業
部
門
へ
伝
え

て
受
注
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

水
素
社
会
に
向
け
て

コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
を
発
表

―
従
来
の
技
術
を
基
に
新
し
い
製
品
を

出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
後
の
技
術
開
発

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤
2
0
2
3
年
、展
示
会
で
３
つ
の

新
技
術
の
コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
を
発
表
し

ま
し
た
。１
つ
目
は
水
素
エ
ン
ジ
ン
で
動
く

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
、2
つ
目
は
、生
物
資
源
を

原
料
と
し
た
バ
イ
オ
燃
料
で
動
く
発
電

機
、３
つ
目
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
高
い
水

素
燃
料
電
池
式
の
発
電
装
置
で
す
。水

素
は
燃
焼
時
の
C
O₂
排
出
が
ゼ
ロ
で
脱

炭
素
社
会
へ
の
貢
献
も
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
非
常
に
好
評
で
し
た
。現
段
階
で

は
コ
ス
ト
が
か
か
り
、水
素
社
会
の
到
来

も
不
透
明
で
す
が
、開
発
を
怠
る
こ
と
は

23

水
素
社
会
に
向
け
て
加
速
す
る
技
術
開
発

北
越
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

佐
藤
豪
一
氏

脱炭素に向けて、水素エネルギーと既存の技術のコラボから世界初の製品
開発に挑む北越工業。その歴史は古く、時代の先を行く技術開発力で、エ
ンジンコンプレッサの分野では国内外で圧倒的なシェアを獲得しています。
新社屋も完成し、新しく社長になられた佐藤豪一氏からお話を伺いました。

ロット生産ではなく、一つずつ作るトータルパワーシステムの生産方式。部品も必要な分だけ購入し
て、必要な分だけ製造。徹底して無駄のない生産体制を追求しています。それが北越工業に引き継が
れる哲学であり強みでもあります。

水素エンジンコンプレッサ（左）は、エンジンコンプレッサの水素仕様のコンセプトモデル。エンジンコンプレッサは建設
現場おいて、はつり作業や掘削作業の動力源として使われています。
モータコンプレッサ（右）は、電動のモーターで駆動する空気圧縮機で、圧縮した空気を工場や工場内の機器に供給。静
音なので屋内での使用に最適です。
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―
社
内
で
社
員
の
方
に
伝
え
て
い
る
大

切
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く

だ
さ
い
。

佐
藤
今
ま
で
以
上
に
上
か
ら
下
ま
で
風

通
し
の
良
い
会
社
で
あ
り
た
い
で
す
。私

自
身
も
社
員
と
の
距
離
を
近
づ
け
よ
う

と
努
め
て
い
ま
す
。社
長
室
に
い
る
よ
り
、

み
ん
な
と
同
じ
フ
ロ
ア
で
過
ご
す
こ
と
が

多
い
で
す
。私
た
ち
は
昭
和
の
育
て
ら
れ

方
で「
逃
げ
ず
に
戦
え
」と
言
わ
れ
て
き

ま
し
た
。数
年
前
ま
で
は
私
自
身
も
ガ
ン

ガ
ン
怒
ら
れ
て
い
ま
し
た
。で
も
今
は
時

代
が
違
い
ま
す
。今
の
若
い
人
た
ち
は
、

ま
じ
め
す
ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で「
適

度
な
頑
張
り
は
良
い
け
れ
ど
、頑
張
り
す

ぎ
る
な
」と
言
い
た
い
で
す
ね
。戦
略
的

撤
退
も
大
事
で
す
。き
つ
い
と
思
っ
た
ら
一

回
止
ま
っ
て
落
ち
着
い
て
考
え
て
み
る
と

待
ち
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。電
気
自
動

車
に
つ
い
て
は
、ア
メ
リ
カ
で
電
気
自
動
車

が
普
及
し
、充
電
の
た
め
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
で
使
わ
れ
る
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。日
本
は
ア
メ
リ
カ

に
比
べ
て
電
気
自
動
車
が
普
及
し
て
い
な

い
の
で
、こ
れ
か
ら
の
分
野
で
す
。

―
御
社
の
長
期
目
標
に
あ
り
ま
す
環
境

へ
の
取
り
組
み
は
？

佐
藤
そ
の
つ
ど
工
場
全
体
で
目
標
の
数

値
を
掲
げ
て
、水
力
電
気
の
購
入
や
太

陽
光
発
電
な
ど
を
活
用
し
て
、目
標
達

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。大
事
な
こ
と

は
地
球
の
環
境
に
配
慮
し
、理
想
を
目

指
し
続
け
る
会
社
で
あ
る
こ
と
。地
球
は

私
た
ち
の
も
の
で
は
な
く
て
、次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
預
か
り
も
の
で
す
。

少
し
で
も
良
い
環
境
を
次
世
代
に
渡
す

使
命
が
あ
り
ま
す
。

専
門
の
部
署
を
作
り
、取
り
組
ん
で
い
ま

す
。水
素
エ
ン
ジ
ン
は
我
々
だ
け
で
は
作

れ
な
い
の
で
、他
メ
ー
カ
ー
と
守
秘
義
務

に
関
す
る
提
携
を
結
び
、協
力
し
て
開

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。我
々
の
技
術
と
他

社
の
技
術
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
て
、よ
り
良
い

も
の
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
、新
社
屋
が
完
成
し
、研
究
開
発

の
フ
ロ
ア
は
最
上
階
に
で
き
ま
し
た
。技

術
開
発
へ
の
期
待
を
込
め
て
、豊
か
な
自

然
の
景
色
の
な
か
で
十
分
な
採
光
量
を

確
保
し
た
快
適
な
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

北
米
の
需
要
に
応
え
る

現
地
本
格
生
産
へ
の
覚
悟

―
先
ほ
ど
、早
く
か
ら
海
外
へ
の
視
点

を
お
持
ち
で
あ
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
。現

在
の
海
外
比
率
は
46・3
％
で
す
が
、今

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
藤
エ
ン
ジ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
は
世
界
に
通

用
す
る
技
術
で
す
か
ら
、世
界
中
に
届
け

る
気
概
で
お
り
ま
す
が
、戦
略
的
な
優

先
度
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
は
、ア
メ
リ
カ
、ア
ジ
ア
に
注
力
し
て
い

ま
す
。ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
悪
化
す
る
以

前
は
、ロ
シ
ア
と
の
取
引
も
あ
り
ま
し
た

が
、残
念
な
が
ら
今
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。世
界
情
勢
を
見
つつ「
我
々
の
地
元
で

あ
る
日
本
か
ら
世
界
、地
球
全
体
へ
」と

考
え
て
、積
極
的
に
出
て
い
き
、出
来
る

限
り
我
々
の
製
品
を
届
け
た
い
で
す
。

―
海
外
の
人
材
は
現
地
で
採
用
さ
れ
て

い
る
の
で
す
か
。

佐
藤
代
理
店
と
契
約
を
結
び
、直
接
的

に
販
売
は
し
て
い
ま
せ
ん
。今
後
は
、現

地
で
製
品
を
作
り
、現
地
で
売
る
、地
産

地
消
を
考
え
て
い
ま
す
。ア
メ
リ
カ
に
は

ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
工
場
が
あ
る
の
で
、そ
こ

で
1
機
種
か
ら
始
め
て
本
格
的
な
生
産

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。生
産
コ
ス
ト
は

高
く
な
り
ま
す
が
、為
替
の
影
響
を
受

け
ず
に
、ド
ル
で
回
収
し
て
ド
ル
の
ま
ま

使
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。上
海
の
合
弁

会
社
で
の
実
績
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
こ

で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、一
歩
ず
つ
実

現
し
て
い
き
ま
す
。わ
ず
か
で
も
黒
字
に

な
る
の
で
あ
れ
ば
、や
る
価
値
が
あ
り
ま

す
。

―
そ
の
挑
戦
が
新
た
な
風
に
な
っ
て
返
っ

て
き
ま
す
ね
。

佐
藤
誰
か
が
決
め
な
い
と
前
に
進
め
な

い
の
で
、覚
悟
し
て
進
み
ま
す
。

半
導
体
関
連
の
追
い
風
と
北
米
の

電
気
自
動
車
関
連
の
イ
ン
フ
ラ
需
要

―
今
、国
内
で
は
半
導
体
の
工
場
が
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、御
社
に
は
好
影
響

は
あ
り
ま
す
か
。ま
た
、電
気
自
動
車
関

連
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

佐
藤
建
設
現
場
で
は
、エ
ア
マ
ン
グ
ル
ー
プ

の
高
所
作
業
車
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。最

近
は
半
導
体
工
場
の
建
設
に
関
連
し
た

レ
ン
タ
ル
会
社
か
ら
発
注
を
い
た
だ
き
、

年
内
は
工
場
が
フ
ル
稼
働
で
、納
品
も
お

解
決
策
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

時
に
は
チ
ー
ム
の
誰
か
が
解
決
し
て
く
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
が
組
織
の
良

さ
で
も
あ
り
ま
す
。

―
最
後
に
株
主
さ
ま
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

佐
藤
株
主
さ
ま
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

み
な
さ
ま
は
、当
社
に
投
資
や
協
力
を
し

て
下
さ
っ
て
い
ま
す
の
で
、我
々
は
会
社
の

業
績
を
良
く
し
て
い
く
努
力
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。そ
し
て
、次
の
成
長
に
か
け

る
投
資
に
つ
い
て
、し
っ
か
り
ご
説
明
を
し

て
、ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
、利
益

を
還
元
し
て
い
き
ま
す
。み
な
さ
ま
と
未

来
に
対
す
る
思
い
を
共
有
し
、共
に
成
長

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

所 在 地

代 表 者
設 立
資 本 金
総 売 上 高
決 算 期
従 業 員 数
主な事業内容
事 業 所

本　　社／〒959-0293	新潟県燕市下粟生津3074
東京本社／〒160-0023	東京都新宿区西新宿1-22-2	新宿サンエービル8階
代表取締役社長	佐藤	豪一
1938（昭和13）年5月15日
34億1,654	万円
519億円(2024年3月期連結)
3月
469名（2024年5月現在）
エンジンコンプレッサ、モータコンプレッサ、エンジン発電機、高所作業車の製造・販売
札幌、仙台、高崎、新潟、東京、千葉、神奈川、静岡、名古屋、金沢、大阪、
高松、広島、福岡、南九州、沖縄

代表取締役社長 佐藤 豪一 氏
高校時代からバンドを結成し、ロックに夢中だった佐藤
豪一代表取締役社長。音楽を愛し、今も時おりギターを
奏でています。絵を描くのも大好きで、娘さんと競い合っ
ています。「単身赴任中でなかなか家には帰れませんが、
娘とはコミニュケーションが取れている方じゃないかと思
います。」とご家族との関係も良好な様子。

北越工業株式会社
（東京証券取引所 プライム市場 銘柄コード6364）
創業以来、長年培った独創的な技術と高い信頼性を基盤に、国内
外において成長を続けています。空気圧縮技術、油圧技術、エレク
トロニクス技術を融合した製品は、常に新しい時代のニーズを先取
りして、社会や産業の発展に貢献しています。

建設現場などで活躍する高所作業車。その数は全国で
97,000台以上と言われます。その中でトップブランド
を誇るエアマンの高所作業車は、現在、半導体関連の
工場の建設現場に納入するレンタル会社からの発注
で、年内生産は全て受注済みです。

1980年に植栽された「ふるさとの森」。たくさんの木が植えられて木陰が心地よ
く、鯉が泳ぐ池もあります。地域に開かれた場所で、保育園の子どもたちが遠足
にやってきます。近年は、「AIRMANスケートパーク」や障がい者アーティストの
経済的自立を支援されているパラリンアートにも協賛しています。
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―
社
内
で
社
員
の
方
に
伝
え
て
い
る
大

切
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く

だ
さ
い
。

佐
藤
今
ま
で
以
上
に
上
か
ら
下
ま
で
風

通
し
の
良
い
会
社
で
あ
り
た
い
で
す
。私

自
身
も
社
員
と
の
距
離
を
近
づ
け
よ
う

と
努
め
て
い
ま
す
。社
長
室
に
い
る
よ
り
、

み
ん
な
と
同
じ
フ
ロ
ア
で
過
ご
す
こ
と
が

多
い
で
す
。私
た
ち
は
昭
和
の
育
て
ら
れ

方
で「
逃
げ
ず
に
戦
え
」と
言
わ
れ
て
き

ま
し
た
。数
年
前
ま
で
は
私
自
身
も
ガ
ン

ガ
ン
怒
ら
れ
て
い
ま
し
た
。で
も
今
は
時

代
が
違
い
ま
す
。今
の
若
い
人
た
ち
は
、

ま
じ
め
す
ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で「
適

度
な
頑
張
り
は
良
い
け
れ
ど
、頑
張
り
す

ぎ
る
な
」と
言
い
た
い
で
す
ね
。戦
略
的

撤
退
も
大
事
で
す
。き
つ
い
と
思
っ
た
ら
一

回
止
ま
っ
て
落
ち
着
い
て
考
え
て
み
る
と

待
ち
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。電
気
自
動

車
に
つ
い
て
は
、ア
メ
リ
カ
で
電
気
自
動
車

が
普
及
し
、充
電
の
た
め
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
で
使
わ
れ
る
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。日
本
は
ア
メ
リ
カ

に
比
べ
て
電
気
自
動
車
が
普
及
し
て
い
な

い
の
で
、こ
れ
か
ら
の
分
野
で
す
。

―
御
社
の
長
期
目
標
に
あ
り
ま
す
環
境

へ
の
取
り
組
み
は
？

佐
藤
そ
の
つ
ど
工
場
全
体
で
目
標
の
数

値
を
掲
げ
て
、水
力
電
気
の
購
入
や
太

陽
光
発
電
な
ど
を
活
用
し
て
、目
標
達

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。大
事
な
こ
と

は
地
球
の
環
境
に
配
慮
し
、理
想
を
目

指
し
続
け
る
会
社
で
あ
る
こ
と
。地
球
は

私
た
ち
の
も
の
で
は
な
く
て
、次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
預
か
り
も
の
で
す
。

少
し
で
も
良
い
環
境
を
次
世
代
に
渡
す

使
命
が
あ
り
ま
す
。

専
門
の
部
署
を
作
り
、取
り
組
ん
で
い
ま

す
。水
素
エ
ン
ジ
ン
は
我
々
だ
け
で
は
作

れ
な
い
の
で
、他
メ
ー
カ
ー
と
守
秘
義
務

に
関
す
る
提
携
を
結
び
、協
力
し
て
開

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。我
々
の
技
術
と
他

社
の
技
術
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
て
、よ
り
良
い

も
の
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
、新
社
屋
が
完
成
し
、研
究
開
発

の
フ
ロ
ア
は
最
上
階
に
で
き
ま
し
た
。技

術
開
発
へ
の
期
待
を
込
め
て
、豊
か
な
自

然
の
景
色
の
な
か
で
十
分
な
採
光
量
を

確
保
し
た
快
適
な
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

北
米
の
需
要
に
応
え
る

現
地
本
格
生
産
へ
の
覚
悟

―
先
ほ
ど
、早
く
か
ら
海
外
へ
の
視
点

を
お
持
ち
で
あ
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
。現

在
の
海
外
比
率
は
46・3
％
で
す
が
、今

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
藤
エ
ン
ジ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
は
世
界
に
通

用
す
る
技
術
で
す
か
ら
、世
界
中
に
届
け

る
気
概
で
お
り
ま
す
が
、戦
略
的
な
優

先
度
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
は
、ア
メ
リ
カ
、ア
ジ
ア
に
注
力
し
て
い

ま
す
。ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
悪
化
す
る
以

前
は
、ロ
シ
ア
と
の
取
引
も
あ
り
ま
し
た

が
、残
念
な
が
ら
今
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。世
界
情
勢
を
見
つつ「
我
々
の
地
元
で

あ
る
日
本
か
ら
世
界
、地
球
全
体
へ
」と

考
え
て
、積
極
的
に
出
て
い
き
、出
来
る

限
り
我
々
の
製
品
を
届
け
た
い
で
す
。

―
海
外
の
人
材
は
現
地
で
採
用
さ
れ
て

い
る
の
で
す
か
。

佐
藤
代
理
店
と
契
約
を
結
び
、直
接
的

に
販
売
は
し
て
い
ま
せ
ん
。今
後
は
、現

地
で
製
品
を
作
り
、現
地
で
売
る
、地
産

地
消
を
考
え
て
い
ま
す
。ア
メ
リ
カ
に
は

ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
工
場
が
あ
る
の
で
、そ
こ

で
1
機
種
か
ら
始
め
て
本
格
的
な
生
産

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。生
産
コ
ス
ト
は

高
く
な
り
ま
す
が
、為
替
の
影
響
を
受

け
ず
に
、ド
ル
で
回
収
し
て
ド
ル
の
ま
ま

使
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。上
海
の
合
弁

会
社
で
の
実
績
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
こ

で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、一
歩
ず
つ
実

現
し
て
い
き
ま
す
。わ
ず
か
で
も
黒
字
に

な
る
の
で
あ
れ
ば
、や
る
価
値
が
あ
り
ま

す
。

―
そ
の
挑
戦
が
新
た
な
風
に
な
っ
て
返
っ

て
き
ま
す
ね
。

佐
藤
誰
か
が
決
め
な
い
と
前
に
進
め
な

い
の
で
、覚
悟
し
て
進
み
ま
す
。

半
導
体
関
連
の
追
い
風
と
北
米
の

電
気
自
動
車
関
連
の
イ
ン
フ
ラ
需
要

―
今
、国
内
で
は
半
導
体
の
工
場
が
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、御
社
に
は
好
影
響

は
あ
り
ま
す
か
。ま
た
、電
気
自
動
車
関

連
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

佐
藤
建
設
現
場
で
は
、エ
ア
マ
ン
グ
ル
ー
プ

の
高
所
作
業
車
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。最

近
は
半
導
体
工
場
の
建
設
に
関
連
し
た

レ
ン
タ
ル
会
社
か
ら
発
注
を
い
た
だ
き
、

年
内
は
工
場
が
フ
ル
稼
働
で
、納
品
も
お

解
決
策
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

時
に
は
チ
ー
ム
の
誰
か
が
解
決
し
て
く
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
が
組
織
の
良

さ
で
も
あ
り
ま
す
。

―
最
後
に
株
主
さ
ま
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

佐
藤
株
主
さ
ま
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

み
な
さ
ま
は
、当
社
に
投
資
や
協
力
を
し

て
下
さ
っ
て
い
ま
す
の
で
、我
々
は
会
社
の

業
績
を
良
く
し
て
い
く
努
力
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。そ
し
て
、次
の
成
長
に
か
け

る
投
資
に
つ
い
て
、し
っ
か
り
ご
説
明
を
し

て
、ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
、利
益

を
還
元
し
て
い
き
ま
す
。み
な
さ
ま
と
未

来
に
対
す
る
思
い
を
共
有
し
、共
に
成
長

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

所 在 地

代 表 者
設 立
資 本 金
総 売 上 高
決 算 期
従 業 員 数
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東京本社／〒160-0023	東京都新宿区西新宿1-22-2	新宿サンエービル8階
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3月
469名（2024年5月現在）
エンジンコンプレッサ、モータコンプレッサ、エンジン発電機、高所作業車の製造・販売
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代表取締役社長 佐藤 豪一 氏
高校時代からバンドを結成し、ロックに夢中だった佐藤
豪一代表取締役社長。音楽を愛し、今も時おりギターを
奏でています。絵を描くのも大好きで、娘さんと競い合っ
ています。「単身赴任中でなかなか家には帰れませんが、
娘とはコミニュケーションが取れている方じゃないかと思
います。」とご家族との関係も良好な様子。

北越工業株式会社
（東京証券取引所 プライム市場 銘柄コード6364）
創業以来、長年培った独創的な技術と高い信頼性を基盤に、国内
外において成長を続けています。空気圧縮技術、油圧技術、エレク
トロニクス技術を融合した製品は、常に新しい時代のニーズを先取
りして、社会や産業の発展に貢献しています。

建設現場などで活躍する高所作業車。その数は全国で
97,000台以上と言われます。その中でトップブランド
を誇るエアマンの高所作業車は、現在、半導体関連の
工場の建設現場に納入するレンタル会社からの発注
で、年内生産は全て受注済みです。

1980年に植栽された「ふるさとの森」。たくさんの木が植えられて木陰が心地よ
く、鯉が泳ぐ池もあります。地域に開かれた場所で、保育園の子どもたちが遠足
にやってきます。近年は、「AIRMANスケートパーク」や障がい者アーティストの
経済的自立を支援されているパラリンアートにも協賛しています。
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2
型
糖
尿
病
は
、日
本
人
の
糖

尿
病
の
大
部
分
を
占
め
、中
年
以

降
に
多
く
見
ら
れ
る
タ
イ
プ
の
糖

尿
病
で
す
。2
型
糖
尿
病
は「
一

度
な
っ
た
ら
一
生
治
ら
な
い
」、「
一

度
薬
を
始
め
た
ら
止
め
ら
れ
な

い
」
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。し
か
し
実
際
に
は
、治
療
に

よ
り
血
糖
が
正
常
化
し
薬
が
不

要
に
な
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。特

に
食
事
療
法
や
運
動
療
法
に
よ

り
、肥
満
が
改
善
し
た
時
に
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。

糖
尿
病
の「
寛
解
」と

そ
の
全
国
調
査

2
型
糖
尿
病
が
治
っ
た
よ
う

に
見
え
る
こ
の
現
象
が
最
近
、国

際
的
に
注
目
さ
れ
、こ
れ
を「
寛

解
」と
呼
ぶ
こ
と
、お
よ
び
そ
の
基

準
を「
薬
な
し
で
、ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

A
1
c（
平
均
血
糖
値
の
指
標
）

6・5
％
未
満
が
3
カ
月
以
上
維

持
さ
れ
て
い
る
状
態
」と
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。そ
こ
で
当

科
研
究
室
で
は
、全
国
の
２
型
糖

尿
病
の
患
者
さ
ん
約
4
万
8
千

人
分
の
匿
名
化
治
療
デ
ー
タ
を

用
い
、わ
が
国
の「
寛
解
」の
実
態

を
調
べ
ま
し
た
。

「
寛
解
」し
や
す
か
っ
た
方
の

特
徴そ

の
結
果
、２
型
糖
尿
病
の
方

全
体
の
う
ち
毎
年
約
1
％
が
寛

解
し
て
お
り
、特
に
表
１
に
示
す

よ
う
な
条
件
の
方
が
寛
解
し
や

す
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。つ
ま
り
、２
型
糖
尿
病
に
な
っ

て
間
も
な
い
、軽
症
か
つ
肥
満
し

て
い
る
方
が
、大
幅
な
減
量
に
成

功
さ
れ
た
時
に
特
に
寛
解
し
や

す
く
、こ
れ
ら
の
好
条
件
が
重
な

る
と
1
割
以
上
の
方
が「
寛
解
」

し
て
い
ま
し
た（
図
１
）。

糖
尿
病
を「
寛
解
」さ
せ
る

た
め
に
で
き
る
こ
と

こ
の
結
果
か
ら
言
え
る
こ
と
と

し
て
、①
早
く
発
見
さ
れ
る
ほ
ど

寛
解
し
や
す
い
の
で
、毎
年
必
ず

健
診
を
受
け
る
②
早
く
治
療

開
始
す
る
ほ
ど
寛
解
し
や
す
い
の

で
、診
断
さ
れ
た
ら
速
や
か
に
専

門
医
を
受
診
す
る
③
む
し
ろ
肥

満
し
て
い
る
人
の
方
が
、減
量
で

き
た
際
に
寛
解
し
や
す
い
の
で
、

諦
め
ず
に
食
事・運
動
療
法
に
励

む
と
よ
い
、こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

「
寛
解
」は
持
続
で
き
た
か
？

　

寛
解
に
達
し
た
方
を
引
き
続

き
追
跡
調
査
し
た
と
こ
ろ
、寛
解

し
た
方
の
う
ち
1
年
間
寛
解
を

維
持
で
き
た
方
は
3
分
の
1
に
留

ま
り
、残
り
の
方
は
再
発（
血
糖

値
再
上
昇
ま
た
は
薬
再
開
）さ
れ

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

再
発
し
や
す
か
っ
た
方
の
特
徴
と

し
て
は
、糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て

か
ら
の
期
間
が
長
い
こ
と
や
元
の

B
M
I
が
低
か
っ
た
こ
と
に
加
え

て
、体
重
が
増
加
し
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。逆
に
、1
年
間
に

5
％
以
上
体
重
が
減
少
し
て
寛

解
さ
れ
た
方
は
、そ
の
後
に
再
発

し
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

た
だ「
寛
解
」を
目
指
し
て
食

事
・
運
動
療
法
を
頑
張
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
実
現
で
き
な
かっ
た
、あ

る
い
は
持
続
で
き
な
か
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、決
し
て
落
胆
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。食
事・運
動
療
法

の
努
力
は
、た
と
え
薬
を
中
止
で

き
な
かっ
た
と
し
て
も
、糖
尿
病
の

進
行
を
遅
ら
せ
、よ
り
少
な
い
薬

で
治
療
で
き
る
こ
と
に
大
き
く
貢

献
し
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
す
。

「
寛
解
」に
関
す
る
注
意
点

今
回
の
研
究
成
果
は
大
変
反

響
が
大
き
く
、多
く
の
方
々
に
期

待
を
抱
か
せ
る
内
容
だ
け
に
、今

回
の
結
果
を
過
大
に
、あ
る
い
は

誤
っ
て
解
釈
さ
れ
た
場
合
に
、皆

さ
ん
ご
自
身
の
体
へ
の
悪
影
響
に

結
び
つ
く
可
能
性
に
つ
い
て
も
少

し
心
配
し
て
い
ま
す
。

典
型
的
に
は
た
と
え
ば
、糖

尿
病
に
な
っ
て
か
ら
の
期
間
が
長

く
、高
用
量
の
イ
ン
ス
リ
ン
や
数

種
類
以
上
の
内
服
薬
を
使
用
中

の
、高
齢
の
肥
満
し
て
い
な
い
方

な
ど
が
、「
寛
解
」を
期
待
す
る

あ
ま
り
無
理
な
体
重
減
量
を

し
て
、や
せ
過
ぎ
の
脆
弱
な
体
質

（
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
、フ
レ
イ
ル
と
い
い

ま
す
）に
な
っ
て
し
ま
い
、か
え
っ

て
健
康
寿
命
を
縮
め
て
し
ま
う

こ
と
な
ど
を
恐
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、決
し
て
自
己
判

断
で
い
き
な
り
薬
を
止
め
た
り
、

過
度
あ
る
い
は
不
適
切
に
体
重

を
減
ら
そ
う
と
し
た
り
せ
ず
に
、

ま
ず
は
主
治
医
と
よ
く
話
し
合
っ

て
、ご
自
身
が「
寛
解
」を
目
指

す
の
が
適
切
な
の
か
、ど
の
程
度

期
待
で
き
そ
う
か
、そ
の
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
治
療
法
が
よ
い

か
、な
ど
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

糖
尿
病
は
一
度
な
っ
た
ら
一
生
治
ら
な
い
？
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型
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病
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つ
い
て

文
／
曽
根
博
仁
新
潟
大
学
医
学
部
血
液・内
分
泌・代
謝
内
科
教
授

（

）

曽根 博仁 氏 プロフィール 　　

新潟大学医学部 血液・内分泌・代謝内科 教授
日本内科学会信越支部長、日本内分泌学会幹事、日本糖尿病妊娠学会副理事長、日本糖尿病合併症学会理事
日本疫学会理事、日本栄養・食糧学会理事、日本臨床運動療法学会副理事長など

1990年		筑波大学医学群	卒業
1990年		筑波大学附属病院	内科研修医
1997年		米国ミシガン大学	代謝内分泌内科	研究員
1999年		筑波大学	臨床医学系	代謝内分泌内科	講師
2006年		お茶の水女子大学	生活科学部食物栄養学科	准教授
2009年		筑波大学	水戸地域医療教育センター	内分泌代謝・糖尿病内科	教授
2012年		現職

【図１】 2型糖尿病診断時の各種条件とその後の体重変化度との組み合わせ別の寛解発生数

① 糖尿病診断後 1 年未満（早期）

② HbA1c値 7.0% 未満（軽症）

③ BMI（体格指標）高値（肥満）

④ １年間の体重減量率が元の体重の 5% 以上（減量に成功）

⑤ まだ薬物療法が開始されていない（必要としていない）（早期軽症）

【表1】 2型糖尿病の「寛解」が起こりやすい（年間 2% 以上）条件
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2
型
糖
尿
病
は
、日
本
人
の
糖

尿
病
の
大
部
分
を
占
め
、中
年
以

降
に
多
く
見
ら
れ
る
タ
イ
プ
の
糖

尿
病
で
す
。2
型
糖
尿
病
は「
一

度
な
っ
た
ら
一
生
治
ら
な
い
」、「
一

度
薬
を
始
め
た
ら
止
め
ら
れ
な

い
」
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。し
か
し
実
際
に
は
、治
療
に

よ
り
血
糖
が
正
常
化
し
薬
が
不

要
に
な
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。特

に
食
事
療
法
や
運
動
療
法
に
よ

り
、肥
満
が
改
善
し
た
時
に
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。

糖
尿
病
の「
寛
解
」と

そ
の
全
国
調
査

2
型
糖
尿
病
が
治
っ
た
よ
う

に
見
え
る
こ
の
現
象
が
最
近
、国

際
的
に
注
目
さ
れ
、こ
れ
を「
寛

解
」と
呼
ぶ
こ
と
、お
よ
び
そ
の
基

準
を「
薬
な
し
で
、ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

A
1
c（
平
均
血
糖
値
の
指
標
）

6・5
％
未
満
が
3
カ
月
以
上
維

持
さ
れ
て
い
る
状
態
」と
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。そ
こ
で
当

科
研
究
室
で
は
、全
国
の
２
型
糖

尿
病
の
患
者
さ
ん
約
4
万
8
千

人
分
の
匿
名
化
治
療
デ
ー
タ
を

用
い
、わ
が
国
の「
寛
解
」の
実
態

を
調
べ
ま
し
た
。

「
寛
解
」し
や
す
か
っ
た
方
の

特
徴そ

の
結
果
、２
型
糖
尿
病
の
方

全
体
の
う
ち
毎
年
約
1
％
が
寛

解
し
て
お
り
、特
に
表
１
に
示
す

よ
う
な
条
件
の
方
が
寛
解
し
や

す
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。つ
ま
り
、２
型
糖
尿
病
に
な
っ

て
間
も
な
い
、軽
症
か
つ
肥
満
し

て
い
る
方
が
、大
幅
な
減
量
に
成

功
さ
れ
た
時
に
特
に
寛
解
し
や

す
く
、こ
れ
ら
の
好
条
件
が
重
な

る
と
1
割
以
上
の
方
が「
寛
解
」

し
て
い
ま
し
た（
図
１
）。

糖
尿
病
を「
寛
解
」さ
せ
る

た
め
に
で
き
る
こ
と

こ
の
結
果
か
ら
言
え
る
こ
と
と

し
て
、①
早
く
発
見
さ
れ
る
ほ
ど

寛
解
し
や
す
い
の
で
、毎
年
必
ず

健
診
を
受
け
る
②
早
く
治
療

開
始
す
る
ほ
ど
寛
解
し
や
す
い
の

で
、診
断
さ
れ
た
ら
速
や
か
に
専

門
医
を
受
診
す
る
③
む
し
ろ
肥

満
し
て
い
る
人
の
方
が
、減
量
で

き
た
際
に
寛
解
し
や
す
い
の
で
、

諦
め
ず
に
食
事・運
動
療
法
に
励

む
と
よ
い
、こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

「
寛
解
」は
持
続
で
き
た
か
？

　

寛
解
に
達
し
た
方
を
引
き
続

き
追
跡
調
査
し
た
と
こ
ろ
、寛
解

し
た
方
の
う
ち
1
年
間
寛
解
を

維
持
で
き
た
方
は
3
分
の
1
に
留

ま
り
、残
り
の
方
は
再
発（
血
糖

値
再
上
昇
ま
た
は
薬
再
開
）さ
れ

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

再
発
し
や
す
か
っ
た
方
の
特
徴
と

し
て
は
、糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て

か
ら
の
期
間
が
長
い
こ
と
や
元
の

B
M
I
が
低
か
っ
た
こ
と
に
加
え

て
、体
重
が
増
加
し
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。逆
に
、1
年
間
に

5
％
以
上
体
重
が
減
少
し
て
寛

解
さ
れ
た
方
は
、そ
の
後
に
再
発

し
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

た
だ「
寛
解
」を
目
指
し
て
食

事
・
運
動
療
法
を
頑
張
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
実
現
で
き
な
かっ
た
、あ

る
い
は
持
続
で
き
な
か
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、決
し
て
落
胆
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。食
事・運
動
療
法

の
努
力
は
、た
と
え
薬
を
中
止
で

き
な
かっ
た
と
し
て
も
、糖
尿
病
の

進
行
を
遅
ら
せ
、よ
り
少
な
い
薬

で
治
療
で
き
る
こ
と
に
大
き
く
貢

献
し
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
す
。

「
寛
解
」に
関
す
る
注
意
点

今
回
の
研
究
成
果
は
大
変
反

響
が
大
き
く
、多
く
の
方
々
に
期

待
を
抱
か
せ
る
内
容
だ
け
に
、今

回
の
結
果
を
過
大
に
、あ
る
い
は

誤
っ
て
解
釈
さ
れ
た
場
合
に
、皆

さ
ん
ご
自
身
の
体
へ
の
悪
影
響
に

結
び
つ
く
可
能
性
に
つ
い
て
も
少

し
心
配
し
て
い
ま
す
。

典
型
的
に
は
た
と
え
ば
、糖

尿
病
に
な
っ
て
か
ら
の
期
間
が
長

く
、高
用
量
の
イ
ン
ス
リ
ン
や
数

種
類
以
上
の
内
服
薬
を
使
用
中

の
、高
齢
の
肥
満
し
て
い
な
い
方

な
ど
が
、「
寛
解
」を
期
待
す
る

あ
ま
り
無
理
な
体
重
減
量
を

し
て
、や
せ
過
ぎ
の
脆
弱
な
体
質

（
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
、フ
レ
イ
ル
と
い
い

ま
す
）に
な
っ
て
し
ま
い
、か
え
っ

て
健
康
寿
命
を
縮
め
て
し
ま
う

こ
と
な
ど
を
恐
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、決
し
て
自
己
判

断
で
い
き
な
り
薬
を
止
め
た
り
、

過
度
あ
る
い
は
不
適
切
に
体
重

を
減
ら
そ
う
と
し
た
り
せ
ず
に
、

ま
ず
は
主
治
医
と
よ
く
話
し
合
っ

て
、ご
自
身
が「
寛
解
」を
目
指

す
の
が
適
切
な
の
か
、ど
の
程
度

期
待
で
き
そ
う
か
、そ
の
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
治
療
法
が
よ
い

か
、な
ど
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

糖
尿
病
は
一
度
な
っ
た
ら
一
生
治
ら
な
い
？

｜

２
型
糖
尿
病
の「
寛
解
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つ
い
て
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【図１】 2型糖尿病診断時の各種条件とその後の体重変化度との組み合わせ別の寛解発生数

① 糖尿病診断後 1 年未満（早期）

② HbA1c値 7.0% 未満（軽症）

③ BMI（体格指標）高値（肥満）

④ １年間の体重減量率が元の体重の 5% 以上（減量に成功）

⑤ まだ薬物療法が開始されていない（必要としていない）（早期軽症）

【表1】 2型糖尿病の「寛解」が起こりやすい（年間 2% 以上）条件
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投
資
と
貯
蓄
の
ツ
ボ

17
「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
型
」と

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
型
」

2
0
2
4
年
1
月
か
ら
新
し

い
N
I
S
A（
少
額
投
資
非
課

税
制
度
）が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。新
N
I
S
A
は
、非
課
税
保

有
期
間
が
無
期
限
、非
課
税
投

資
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

で
、将
来
の
不
安
を
解
消
す
る

ツ
ー
ル
と
し
て
、若
年
層
か
ら
シ

ニ
ア
層
ま
で
幅
広
い
層
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。特
に「
長
期
」・

「
分
散
」・「
つ
み
た
て
」と
い
う
資

産
形
成
の
王
道
に
適
し
た「
つ
み

た
て
投
資
」を
、投
資
の
第
一歩
と

し
て
動
き
始
め
た
方
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

「
つ
み
た
て
投
資
枠
」の
対
象

商
品
に
は
、大
き
く
分
け
て「
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
型
」と「
ア
ク
テ
ィ
ブ

型
」の
二
通
り
あ
り
ま
す
。「
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
型
」と
は
、日
経
平
均

株
価
や
T
O
P
I
X
と
い
っ
た

株
価
指
標
の
値
動
き
に
連
動
す

る
運
用
成
果
を
目
標
と
す
る
手

法
で
す
。特
徴
と
し
て
は
、値
動

き
が
わ
か
り
や
す
く
、運
用
に
係

る
コ
ス
ト（
信
託
報
酬
等
）が
抑

え
ら
れ
る
一
方
、対
象
指
数
を
超

え
る
リ
タ
ー
ン
を
得
る
の
が
難
し

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
ア

ク
テ
ィ
ブ
型
」は
特
定
の
目
的
を

持
っ
て
指
数
を
上
回
る
運
用
成

果
を
目
標
と
す
る
手
法
で
す
。

指
数
以
上
の
リ
タ
ー
ン
が
期
待
で

き
る一
方
で
、「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
型
」

と
比
べ
運
用
に
係
る
コ
ス
ト
が
高

く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
が
自
身
の
投

資
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
て
い
る
か
は

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、多
く

の
投
資
家
は「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
型
」

を
選
好
し
て
い
る
よ
う
で
す（
図

1
）。値
動
き
が
わ
か
り
や
す

く
、運
用
コ
ス
ト
を
抑
制
で
き
る

た
め
投
資
初
心
者
で
も
取
扱
い

や
す
い
と
こ
ろ
が
魅
力
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

「
つ
み
た
て
投
資
枠
」

対
象
商
品

岡
三
に
い
が
た
証
券
で
は「
つ

み
た
て
投
資
枠
」対
象
商
品
と

し
て「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
型
」13
フ
ァ
ン

ド
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
型
」3
フ
ァ
ン
ド

の
計
16
フ
ァ
ン
ド
に
限
定
し
て
選

定
し
て
い
ま
す
。ど
れ
に
投
資
し

た
ら
い
い
か
悩
む
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、「
つ
み
た
て
投
資
枠
」

対
象
商
品
は
、国
が
定
め
た
一
定

の
基
準
を
満
た
し
た
長
期
・
積

立・分
散
に
適
し
た
も
の
と
な
って

い
ま
す
の
で
、あ
ま
り
難
し
く
考

え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

銘
柄
選
び
は
ま
ず「
投
資
対

象
資
産
」を
何
に
す
る
か
決
め
ま

し
ょ
う
。大
き
く
分
け
て
二
つ
あ

り
ま
す
。一つ
が「
株
式
」で
運
用

す
る
か
、も
う
一つ
が
株
式
や
債

券
、不
動
産
な
ど
複
数
の
資
産
を

組
み
合
わ
せ
る「
資
産
複
合
」で

運
用
す
る
か
で
す
。リ
ス
ク
を
抑

え
て
安
定
運
用
し
た
い
方
は「
資

産
複
合
」が
い
い
で
し
ょ
う
。多
少

リ
ス
ク
が
高
く
て
も
高
い
リ
タ
ー

ン
を
狙
う
な
ら「
株
式
」で
の
運

用
が
お
す
す
め
で
す
。

次
に「
投
資
対
象
地
域
」を

考
え
ま
し
ょ
う
。主
な
投
資
対

象
地
域
は
、「
日
本
」、「
米
国
」、

「
全
世
界
」、「
先
進
国
」、「
新

興
国
」と
な
っ
て
い
ま
す
。ど
の

地
域
に
投
資
す
れ
ば
い
い
か
、為

替
変
動
リ
ス
ク
を
避
け
た
い
と

い
う
方
は「
日
経
平
均
株
価
」や

「
T
O
P
I
X
」な
ど「
日
本
株

式
」で
運
用
す
る
も
の
が
い
い
で

し
ょ
う
。為
替
変
動
リ
ス
ク
を
許

容
で
き
る
方
は
、先
進
国
23
カ
国

と
新
興
国
24
カ
国
の
47
カ
国
で

構
成
さ
れ
、世
界
の
株
式
の
時
価

総
額
の
約
85
％
を
カ
バ
ー
し
て
い

る「
全
世
界
株
式
」（
オ
ー
ル・カ
ン

ト
リ
ー
）が
広
く
銘
柄
分
散
を
図

れ
ま
す
。ま
た
、経
済
的
・
政
治

的
に
比
較
的
安
定
し
て
い
る「
先

進
国
株
式
」に
投
資
を
行
う
も
の

や
、経
済
水
準
は
ま
だ
低
い
も
の

の
、高
い
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
る

「
新
興
国
株
式
」に
投
資
を
行
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

豊
富
な
品
揃
え

「
米
国
株
式
」

岡
三
に
い
が
た
証
券
で
は
、

「
米
国
株
式
」で
運
用
す
る
商

品
を
豊
富
に
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。米
国
は
世
界
最
大
の
経
済

大
国
で
、世
界
シ
ェ
ア（
G
D
P
）

26
％
を
締
め
、世
界
経
済
や
他
国

の
株
式
市
場
に
大
き
な
影
響
力

が
あ
り
ま
す
。　　

　
「
米
国
株
式
」投
資
も
い
く
つ

か
種
類
が
あ
る
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。米
国
を
代
表
す
る
株
価

指
標
で
、厳
選
さ
れ
た
30
銘
柄

で
構
成
さ
れ
た「
N
Y
ダ
ウ
」。

ま
た
、も
う
一つ
の
代
表
的
な
株

価
指
標
で
、時
価
総
額
が
大
き

い
5
0
0
銘
柄
で
構
成
さ
れ
た

「
S
&
P
5
0
0
」が
あ
り
ま

す
。他
に
も
ハ
イ
テ
ク・I
T（
情

報
技
術
）の
よ
う
な
最
先
端
技

術
を
有
す
る
企
業
を
中
心
に
多

種
多
様
な
企
業
で
構
成
さ
れ
た

「
N
A
S
D
A
Q
1
0
0
」。

テ
ー
マ
性
を
も
っ
た
商
品
と
し
て

は
、25
年
以
上
に
わ
た
っ
て
連
続

増
配
を
行
う
企
業
に
投
資
を
行

う「
配
当
貴
族
」。米
国
の
I
T

企
業
大
手
4
社
で
あ
る
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク（
現
メ
タ
）、ア
マ
ゾ
ン・ド
ッ

ト・コ
ム
、ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
、グ
ー

グ
ル（
現
ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
）の
頭
文

字
を
つ
な
い
だ
F
A
N
G
に
6

社
を
加
え
10
銘
柄
で
構
成
さ
れ

た「
F
A
N
G
+
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

岡
三
に
い
が
た
証
券
の「
つ
み

た
て
投
資
」は
、１
０
０
０
円
か

ら
始
め
ら
れ
ま
す
。投
資
の
第
一

歩
と
し
て
、是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

新
N
I
S
A

つ
み
た
て
投
資
枠
の

銘
柄
選
び

出所：金融庁（2024年3月末時点）
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投
資
と
貯
蓄
の
ツ
ボ

17
「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
型
」と

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
型
」

2
0
2
4
年
1
月
か
ら
新
し

い
N
I
S
A（
少
額
投
資
非
課

税
制
度
）が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。新
N
I
S
A
は
、非
課
税
保

有
期
間
が
無
期
限
、非
課
税
投

資
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

で
、将
来
の
不
安
を
解
消
す
る

ツ
ー
ル
と
し
て
、若
年
層
か
ら
シ

ニ
ア
層
ま
で
幅
広
い
層
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。特
に「
長
期
」・

「
分
散
」・「
つ
み
た
て
」と
い
う
資

産
形
成
の
王
道
に
適
し
た「
つ
み

た
て
投
資
」を
、投
資
の
第
一歩
と

し
て
動
き
始
め
た
方
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

「
つ
み
た
て
投
資
枠
」の
対
象

商
品
に
は
、大
き
く
分
け
て「
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
型
」と「
ア
ク
テ
ィ
ブ

型
」の
二
通
り
あ
り
ま
す
。「
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
型
」と
は
、日
経
平
均

株
価
や
T
O
P
I
X
と
い
っ
た

株
価
指
標
の
値
動
き
に
連
動
す

る
運
用
成
果
を
目
標
と
す
る
手

法
で
す
。特
徴
と
し
て
は
、値
動

き
が
わ
か
り
や
す
く
、運
用
に
係

る
コ
ス
ト（
信
託
報
酬
等
）が
抑

え
ら
れ
る
一
方
、対
象
指
数
を
超

え
る
リ
タ
ー
ン
を
得
る
の
が
難
し

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
ア

ク
テ
ィ
ブ
型
」は
特
定
の
目
的
を

持
っ
て
指
数
を
上
回
る
運
用
成

果
を
目
標
と
す
る
手
法
で
す
。

指
数
以
上
の
リ
タ
ー
ン
が
期
待
で

き
る一
方
で
、「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
型
」

と
比
べ
運
用
に
係
る
コ
ス
ト
が
高

く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
が
自
身
の
投

資
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
て
い
る
か
は

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、多
く

の
投
資
家
は「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
型
」

を
選
好
し
て
い
る
よ
う
で
す（
図

1
）。値
動
き
が
わ
か
り
や
す

く
、運
用
コ
ス
ト
を
抑
制
で
き
る

た
め
投
資
初
心
者
で
も
取
扱
い

や
す
い
と
こ
ろ
が
魅
力
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

「
つ
み
た
て
投
資
枠
」

対
象
商
品

岡
三
に
い
が
た
証
券
で
は「
つ

み
た
て
投
資
枠
」対
象
商
品
と

し
て「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
型
」13
フ
ァ
ン

ド
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
型
」3
フ
ァ
ン
ド

の
計
16
フ
ァ
ン
ド
に
限
定
し
て
選

定
し
て
い
ま
す
。ど
れ
に
投
資
し

た
ら
い
い
か
悩
む
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、「
つ
み
た
て
投
資
枠
」

対
象
商
品
は
、国
が
定
め
た
一
定

の
基
準
を
満
た
し
た
長
期
・
積

立・分
散
に
適
し
た
も
の
と
な
って

い
ま
す
の
で
、あ
ま
り
難
し
く
考

え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

銘
柄
選
び
は
ま
ず「
投
資
対

象
資
産
」を
何
に
す
る
か
決
め
ま

し
ょ
う
。大
き
く
分
け
て
二
つ
あ

り
ま
す
。一つ
が「
株
式
」で
運
用

す
る
か
、も
う
一つ
が
株
式
や
債

券
、不
動
産
な
ど
複
数
の
資
産
を

組
み
合
わ
せ
る「
資
産
複
合
」で

運
用
す
る
か
で
す
。リ
ス
ク
を
抑

え
て
安
定
運
用
し
た
い
方
は「
資

産
複
合
」が
い
い
で
し
ょ
う
。多
少

リ
ス
ク
が
高
く
て
も
高
い
リ
タ
ー

ン
を
狙
う
な
ら「
株
式
」で
の
運

用
が
お
す
す
め
で
す
。

次
に「
投
資
対
象
地
域
」を

考
え
ま
し
ょ
う
。主
な
投
資
対

象
地
域
は
、「
日
本
」、「
米
国
」、

「
全
世
界
」、「
先
進
国
」、「
新

興
国
」と
な
っ
て
い
ま
す
。ど
の

地
域
に
投
資
す
れ
ば
い
い
か
、為

替
変
動
リ
ス
ク
を
避
け
た
い
と

い
う
方
は「
日
経
平
均
株
価
」や

「
T
O
P
I
X
」な
ど「
日
本
株

式
」で
運
用
す
る
も
の
が
い
い
で

し
ょ
う
。為
替
変
動
リ
ス
ク
を
許

容
で
き
る
方
は
、先
進
国
23
カ
国

と
新
興
国
24
カ
国
の
47
カ
国
で

構
成
さ
れ
、世
界
の
株
式
の
時
価

総
額
の
約
85
％
を
カ
バ
ー
し
て
い

る「
全
世
界
株
式
」（
オ
ー
ル・カ
ン

ト
リ
ー
）が
広
く
銘
柄
分
散
を
図

れ
ま
す
。ま
た
、経
済
的
・
政
治

的
に
比
較
的
安
定
し
て
い
る「
先

進
国
株
式
」に
投
資
を
行
う
も
の

や
、経
済
水
準
は
ま
だ
低
い
も
の

の
、高
い
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
る

「
新
興
国
株
式
」に
投
資
を
行
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

豊
富
な
品
揃
え

「
米
国
株
式
」

岡
三
に
い
が
た
証
券
で
は
、

「
米
国
株
式
」で
運
用
す
る
商

品
を
豊
富
に
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。米
国
は
世
界
最
大
の
経
済

大
国
で
、世
界
シ
ェ
ア（
G
D
P
）

26
％
を
締
め
、世
界
経
済
や
他
国

の
株
式
市
場
に
大
き
な
影
響
力

が
あ
り
ま
す
。　　

　
「
米
国
株
式
」投
資
も
い
く
つ

か
種
類
が
あ
る
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。米
国
を
代
表
す
る
株
価

指
標
で
、厳
選
さ
れ
た
30
銘
柄

で
構
成
さ
れ
た「
N
Y
ダ
ウ
」。

ま
た
、も
う
一つ
の
代
表
的
な
株

価
指
標
で
、時
価
総
額
が
大
き

い
5
0
0
銘
柄
で
構
成
さ
れ
た

「
S
&
P
5
0
0
」が
あ
り
ま

す
。他
に
も
ハ
イ
テ
ク・I
T（
情

報
技
術
）の
よ
う
な
最
先
端
技

術
を
有
す
る
企
業
を
中
心
に
多

種
多
様
な
企
業
で
構
成
さ
れ
た

「
N
A
S
D
A
Q
1
0
0
」。

テ
ー
マ
性
を
も
っ
た
商
品
と
し
て

は
、25
年
以
上
に
わ
た
っ
て
連
続

増
配
を
行
う
企
業
に
投
資
を
行

う「
配
当
貴
族
」。米
国
の
I
T

企
業
大
手
4
社
で
あ
る
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク（
現
メ
タ
）、ア
マ
ゾ
ン・ド
ッ

ト・コ
ム
、ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
、グ
ー

グ
ル（
現
ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
）の
頭
文

字
を
つ
な
い
だ
F
A
N
G
に
6

社
を
加
え
10
銘
柄
で
構
成
さ
れ

た「
F
A
N
G
+
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

岡
三
に
い
が
た
証
券
の「
つ
み

た
て
投
資
」は
、１
０
０
０
円
か

ら
始
め
ら
れ
ま
す
。投
資
の
第
一

歩
と
し
て
、是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

新
N
I
S
A

つ
み
た
て
投
資
枠
の

銘
柄
選
び

出所：金融庁（2024年3月末時点）
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岡
三
に
い
が
た
証
券
は
、

2
0
2
4
年
10
月
に
創
業
1
2
5

周
年
を
迎
え
ま
す
。

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
・
令

和
と
、そ
の
時
々
に
求
め
ら
れ

る
多
様
な
変
化
に
対
応
し
な

が
ら
、新
潟
県
の
皆
様
と
共
に

1
2
5
年
。何
代
に
も
亘
り「
資

産
運
用
の
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
し
て
ご
指
名
い
た
だ
き
、全
国

で
も
有
数
の
歴
史
の
長
さ
を
持

つ
証
券
会
社
へ
と
当
社
が
今
日

ま
で
歩
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
も
、ひ
と
え
に
地
域
の

皆
様
の
ご
愛
顧
の
賜
物
と
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
岡
三
に
い
が
た
」

社
名
に
込
め
た
想
い

当
社
は
1
8
9
9（
明
治
32
）

年
10
月
に「
反
町
新
作
商
店
」と

し
て
長
岡
市
呉
服
町
で
創
業
い

現
代
を
生
き
抜
く
チ
カ
ラ

「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
」

近
頃
よ
く
見
聞
き
す
る「
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
」。こ
れ
は
金
融

や
経
済
に
関
す
る
基
礎
知
識
や

正
し
い
判
断
力
を
示
し
た
言
葉

で
す
。投
資
を
行
う
方
々
だ
け

が
身
に
付
け
る
べ
き
特
殊
な
も

の
で
は
？
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、「
お
金
に
つ
い
て
の

十
分
な
知
識
」と「
お
金
と
の
付

き
合
い
方
に
つ
い
て
適
切
に
判
断

す
る
力
」を
育
む
こ
と
は
す
な
わ

ち
、先
の
読
め
な
い
社
会
で
将
来

必
要
な
準
備
を
行
う
た
め
、ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
に
合
っ
た
資
金
計
画
を

立
て
る
た
め
、そ
し
て
後
を
絶
た

な
い
詐
欺
等
の
被
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
…
現
代
に
お
い
て
は
人

生
に
欠
か
せ
な
い「
生
き
る
力
」

を
養
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
下
、金
融
リ

た
し
ま
し
た
。そ
の
後
1
9
4
4

（
昭
和
19
）年
に「
丸
福
証
券
」へ

と
社
名
変
更
、1
9
7
1（
昭
和

46
）年
に
は
岡
三
証
券
株
式
会

社
と
業
務
提
携
を
行
い
、岡
三

証
券
グ
ル
ー
プ
各
社
の
持
つ
多

様
な
情
報
網
を
活
か
し
、地
域

の
投
資
家
の
皆
様
に
さ
ら
な
る

専
門
的
な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
で

お
届
け
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

そ
し
て
2
0
1
4（
平
成
26
）

年
、新
本
社
屋
の
完
成
を
機
に
、

証
券
専
業
の
岡
三
証
券
グ
ル
ー

プ
の一
員
と
し
て
、そ
し
て
に
い
が

た
の
地
域
証
券
と
し
て
の
想
い

を
込
め
、社
名
を「
岡
三
に
い
が

た
証
券
」と
い
た
し
ま
し
た
。2

度
目
の
社
名
変
更
よ
り
10
年
余

で
す
が
、親
し
み
を
込
め
て
呼
ん

で
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
、地
域

の
皆
様
と
の
よ
り
一
層
の
繋
が
り

を
日
々
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

テ
ラ
シ
ー
の
普
及
お
よ
び
向
上

は
、証
券
会
社
が
果
た
す
べ
き
社

会
的
責
任
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考

え
、当
社
は
金
融
の
専
門
家
と
し

て
、あ
ら
ゆ
る
世
代
・
地
域
の
皆

様
に
金
融
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た

だ
け
る
、様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

ご
自
身
に
合
っ
た

テ
ー
マ・ス
タ
イ
ル
で

岡
三
に
い
が
た
証
券
で
は
、対

面
セ
ミ
ナ
ー
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
ご
視
聴
い
た
だ
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、企
業
へ
お

伺
い
し
て
開
催
す
る
出
張
セ
ミ

ナ
ー
や
勉
強
会
な
ど
、多
様
に
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

テ
ー
マ
は「
相
続
と
生
前
贈

与
」「
健
康
」と
いっ
た
、セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
を
安
心
し
て
豊
か
に
過

ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
か

ら
、「
新
し
い
N
I
S
A
と
活
用

お
り
ま
す
。

「
地
域
証
券
」と
し
て
の

取
り
組
み

岡
三
に
い
が
た
証
券
は
、資
産

形
成
サ
ポ
ー
ト
や
事
業
継
承・相

続
な
ど
の
お
悩
み
相
談
だ
け
で

な
く
、地
域
応
援
フ
ァ
ン
ド
に
よ

る
寄
付
、未
来
の
地
域
社
会
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
普
及
促
進
、豊

か
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
へ
の

お
手
伝
い
な
ど
、証
券
を
通
じ
た

様
々
な
地
域
貢
献
活
動
に
取
り

組
み
、新
潟
の
未
来
を
応
援
し
て

お
り
ま
す
。

1
2
5
年
変
わ
ら
ぬ“
新
潟

愛
”を
原
動
力
に
、こ
れ
か
ら
も

地
域
と
社
会
、そ
し
て
お
客
様
の

人
生
に
貢
献
で
き
る「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
」を
全
役
職
員

で
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

法
」「
株
主
優
待
」「
投
資
戦
略
」

「
相
場
展
望
」な
ど
、資
産
形
成

や
投
資
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
る

専
門
的
な
も
の
ま
で
、幅
広
い
内

容
で
企
画
し
て
お
り
ま
す
。ご
興

味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
、是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

出
張
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、2
0
2
4

年
1
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い

N
I
S
A
制
度
や
新
N
I
S
A

を
活
用
し
た
資
産
形
成
に
つ
い

て
、当
社
社
員
が
職
場
に
お
伺
い

し
、ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。会
社
の
福
利
厚
生

制
度
と
し
て
、給
与
天
引
で
社
員

の
資
産
形
成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
職
場
積
立
N
I
S
A
」の
話
と

し
て
も
出
張
セ
ミ
ナ
ー
を
ご
活
用

い
た
だ
け
ま
す
。ぜ
ひ
、新
潟
県

内
13
の
当
社
本
支
店
ま
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

2014（平成 26）年
現本社屋完成

ファンドを通じて得られた
収益の一部を寄付

清掃ボランティアに参加

1944（昭和19）年
丸福証券株式会社発足

地域貢献活動 歩み

1899（明治32）年
	長岡市呉服町に反町新作商店を創業

1963（昭和 38）年
長岡市大手通りに本店移転 当

社
は
創
業
１
２
５
周
年
を
迎
え
ま
す

各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
勉
強
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す

明
治
32
年
の
創
業
よ
り
1
2
5
年
。

こ
れ
ま
で
ご
愛
顧
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
高
め
て
、
よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い

｜

セ
ミ
ナ
ー
、
勉
強
会
へ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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岡
三
に
い
が
た
証
券
は
、

2
0
2
4
年
10
月
に
創
業
1
2
5

周
年
を
迎
え
ま
す
。

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
・
令

和
と
、そ
の
時
々
に
求
め
ら
れ

る
多
様
な
変
化
に
対
応
し
な

が
ら
、新
潟
県
の
皆
様
と
共
に

1
2
5
年
。何
代
に
も
亘
り「
資

産
運
用
の
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
し
て
ご
指
名
い
た
だ
き
、全
国

で
も
有
数
の
歴
史
の
長
さ
を
持

つ
証
券
会
社
へ
と
当
社
が
今
日

ま
で
歩
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
も
、ひ
と
え
に
地
域
の

皆
様
の
ご
愛
顧
の
賜
物
と
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
岡
三
に
い
が
た
」

社
名
に
込
め
た
想
い

当
社
は
1
8
9
9（
明
治
32
）

年
10
月
に「
反
町
新
作
商
店
」と

し
て
長
岡
市
呉
服
町
で
創
業
い

現
代
を
生
き
抜
く
チ
カ
ラ

「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
」

近
頃
よ
く
見
聞
き
す
る「
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
」。こ
れ
は
金
融

や
経
済
に
関
す
る
基
礎
知
識
や

正
し
い
判
断
力
を
示
し
た
言
葉

で
す
。投
資
を
行
う
方
々
だ
け

が
身
に
付
け
る
べ
き
特
殊
な
も

の
で
は
？
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、「
お
金
に
つ
い
て
の

十
分
な
知
識
」と「
お
金
と
の
付

き
合
い
方
に
つ
い
て
適
切
に
判
断

す
る
力
」を
育
む
こ
と
は
す
な
わ

ち
、先
の
読
め
な
い
社
会
で
将
来

必
要
な
準
備
を
行
う
た
め
、ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
に
合
っ
た
資
金
計
画
を

立
て
る
た
め
、そ
し
て
後
を
絶
た

な
い
詐
欺
等
の
被
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
…
現
代
に
お
い
て
は
人

生
に
欠
か
せ
な
い「
生
き
る
力
」

を
養
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
下
、金
融
リ

た
し
ま
し
た
。そ
の
後
1
9
4
4

（
昭
和
19
）年
に「
丸
福
証
券
」へ

と
社
名
変
更
、1
9
7
1（
昭
和

46
）年
に
は
岡
三
証
券
株
式
会

社
と
業
務
提
携
を
行
い
、岡
三

証
券
グ
ル
ー
プ
各
社
の
持
つ
多

様
な
情
報
網
を
活
か
し
、地
域

の
投
資
家
の
皆
様
に
さ
ら
な
る

専
門
的
な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
で

お
届
け
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

そ
し
て
2
0
1
4（
平
成
26
）

年
、新
本
社
屋
の
完
成
を
機
に
、

証
券
専
業
の
岡
三
証
券
グ
ル
ー

プ
の一
員
と
し
て
、そ
し
て
に
い
が

た
の
地
域
証
券
と
し
て
の
想
い

を
込
め
、社
名
を「
岡
三
に
い
が

た
証
券
」と
い
た
し
ま
し
た
。2

度
目
の
社
名
変
更
よ
り
10
年
余

で
す
が
、親
し
み
を
込
め
て
呼
ん

で
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
、地
域

の
皆
様
と
の
よ
り
一
層
の
繋
が
り

を
日
々
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

テ
ラ
シ
ー
の
普
及
お
よ
び
向
上

は
、証
券
会
社
が
果
た
す
べ
き
社

会
的
責
任
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考

え
、当
社
は
金
融
の
専
門
家
と
し

て
、あ
ら
ゆ
る
世
代
・
地
域
の
皆

様
に
金
融
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た

だ
け
る
、様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

ご
自
身
に
合
っ
た

テ
ー
マ・ス
タ
イ
ル
で

岡
三
に
い
が
た
証
券
で
は
、対

面
セ
ミ
ナ
ー
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
ご
視
聴
い
た
だ
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、企
業
へ
お

伺
い
し
て
開
催
す
る
出
張
セ
ミ

ナ
ー
や
勉
強
会
な
ど
、多
様
に
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

テ
ー
マ
は「
相
続
と
生
前
贈

与
」「
健
康
」と
いっ
た
、セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
を
安
心
し
て
豊
か
に
過

ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
か

ら
、「
新
し
い
N
I
S
A
と
活
用

お
り
ま
す
。

「
地
域
証
券
」と
し
て
の

取
り
組
み

岡
三
に
い
が
た
証
券
は
、資
産

形
成
サ
ポ
ー
ト
や
事
業
継
承・相

続
な
ど
の
お
悩
み
相
談
だ
け
で

な
く
、地
域
応
援
フ
ァ
ン
ド
に
よ

る
寄
付
、未
来
の
地
域
社
会
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
普
及
促
進
、豊

か
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
へ
の

お
手
伝
い
な
ど
、証
券
を
通
じ
た

様
々
な
地
域
貢
献
活
動
に
取
り

組
み
、新
潟
の
未
来
を
応
援
し
て

お
り
ま
す
。

1
2
5
年
変
わ
ら
ぬ“
新
潟

愛
”を
原
動
力
に
、こ
れ
か
ら
も

地
域
と
社
会
、そ
し
て
お
客
様
の

人
生
に
貢
献
で
き
る「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
」を
全
役
職
員

で
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

法
」「
株
主
優
待
」「
投
資
戦
略
」

「
相
場
展
望
」な
ど
、資
産
形
成

や
投
資
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
る

専
門
的
な
も
の
ま
で
、幅
広
い
内

容
で
企
画
し
て
お
り
ま
す
。ご
興

味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
、是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

出
張
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、2
0
2
4

年
1
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い

N
I
S
A
制
度
や
新
N
I
S
A

を
活
用
し
た
資
産
形
成
に
つ
い

て
、当
社
社
員
が
職
場
に
お
伺
い

し
、ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。会
社
の
福
利
厚
生

制
度
と
し
て
、給
与
天
引
で
社
員

の
資
産
形
成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
職
場
積
立
N
I
S
A
」の
話
と

し
て
も
出
張
セ
ミ
ナ
ー
を
ご
活
用

い
た
だ
け
ま
す
。ぜ
ひ
、新
潟
県

内
13
の
当
社
本
支
店
ま
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

2014（平成 26）年
現本社屋完成

ファンドを通じて得られた
収益の一部を寄付

清掃ボランティアに参加

1944（昭和19）年
丸福証券株式会社発足

地域貢献活動 歩み

1899（明治32）年
	長岡市呉服町に反町新作商店を創業

1963（昭和 38）年
長岡市大手通りに本店移転 当

社
は
創
業
１
２
５
周
年
を
迎
え
ま
す

各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
勉
強
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す

明
治
32
年
の
創
業
よ
り
1
2
5
年
。

こ
れ
ま
で
ご
愛
顧
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
高
め
て
、
よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い

｜

セ
ミ
ナ
ー
、
勉
強
会
へ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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椿
寿
荘
は
、
豪
農
田
巻
七

郎
兵
衛
家
7
代
の
田
巻
堅
太

郎
氏
が「
不
況
で
仕
事
の
な
い

人
々
に
働
い
て
も
ら
う
」た
め
に

約
3
年
半
か
け
て
1
9
1
8

（
大
正
7
）年
に
完
成
し
た
離

れ
座
敷（
迎
賓
館
）で
す
。

　

旧
田
巻
家
主
屋（
通
常
非
公

開
）に
隣
接
す
る
約
8
8
0
坪

の
敷
地
に
建
つ
椿
寿
荘
は
建
坪

約
1
4
0
坪
。い
ま
で
も
光
沢

を
放
つ
木
曽
檜（
き
そ
ひ
の
き
）、

20
メ
ー
ト
ル
の
吉
野
杉
無
節
絞

り
丸
太
、
樹
齢
8
0
0
年
の

会
津
欅（
あ
い
づ
け
や
き
）な
ど

銘
木
を
集
め
、
当
時
の
三
大
名

人
の一
人
、
富
山
県
井
波
の
宮

大
工
松
井
角
平
が
腕
を
振
る
っ

た
書
院
造
は
、
全
国
か
ら
建
築

家
が
見
学
に
訪
れ
ま
す
。

　

庭
は
日
本
庭
園
史
上
の
三

県
央
地
域
は
古
く
か
ら「
金
物

の
ま
ち
」と
呼
ば
れ
、そ
の
ル
ー
ツ

は
江
戸
初
期
の
和
釘
づ
く
り
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。高
い
金
属
加

工
技
術
は
現
代
ま
で
受
け
継
が

れ
、ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
な
ど
は
全

国
的
に
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。近
年
は
、三
条
市

を
舞
台
に
し
た
T
V
ア
ニ
メ
の
フ
ァ

ン
が
数
多
く
訪
れ
、さ
ら
な
る
活

気
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
支
店
に
も
毎
日
多
く
の
皆

様
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。株

式
や
N
I
S
A
に
つ
い
て
意
見
交

換
さ
れ
た
り
、私
ど
も
社
員
に
気

さ
く
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る

な
ど
、地
域
の
皆
様
の
憩
い
の
場
の

一つ
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
は
大
変
嬉
し
く
存

じ
ま
す
。引
き
続
き
、皆
様
が
心

地
よ
く
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
、明
る
さ
と
落
ち
着
き
の
あ

る
支
店
運
営
を
心
掛
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　

支
店
内
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
で
は
、

新
N
I
S
A
を
は
じ
め
様
々
な

テ
ー
マ
を
ご
用
意
し
て
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。証
券
市

場
を
動
か
す
様
々
な
情
報
を
い
ち

は
や
く・分
か
り
や
す
く
ご
提
供

す
る
と
と
も
に
、資
産
運
用
を
は

じ
め
、ど
の
よ
う
な
ご
相
談
で
も

気
兼
ね
な
く
お
話
し
い
た
だ
け
る

よ
う
な
存
在
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。お
気
軽
に
参
加
い
た
だ
け

る
セ
ミ
ナ
ー
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

地
域
の
皆
様
に
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

三
条
支
店
は
、T
V
ア
ニ
メ
に

も
描
か
れ
て
い
る「
一ノ
木
戸
商
店

街
」に
ご
ざ
い
ま
す（
J
R
東
三

条
駅
か
ら
徒
歩
約
10
分
）。若
い

世
代
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域
活
性

に
取
り
組
み
、高
齢
者
ま
で
幅
広

い
世
代
が
集
う
、古
さ
と
新
し
さ

が
融
合
し
た
商
店
街
で
す
。お
越

し
い
た
だ
い
た
際
に
は
当
支
店
に

も
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
い
た

だ
き
た
く
、社
員
一
同
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

大
作
庭
家
の一
人
と
讃
え
ら
れ

る
植
治（
７
代
小
川
治
兵
衛
）

の
弟
子
、
廣
瀬
万
次
郎
の
手
に

よ
る
仏
道
の
理
に
か
な
っ
た
庭

園
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
統
的
な
日
本
庭
園
で
は
、

客
間
か
ら
見
て
池
・
流
れ
の
対

岸
・
中
島
に
神
仏
や
仙
人
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
石
組
み
等
を
配

し
、
客
間
に
座
る
人
に
天
の
ご

加
護
や
健
康
長
寿
を
祈
る
意

匠
と
す
る
の
が一般
的
で
す
。

　

椿
寿
荘
で
は
飛
石
で
流
れ

を
表
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
飛

石
列
の
向
こ
う
、
モ
ミ
ジ
の
根

元
の
三
つ
石
組
は
如
来
と
二
菩

薩
を
表
す
三
尊
石
組
。
右
奥

の
五
重
の
石
塔
を
中
心
と
す

る
立
石
群
は
、
仏
教
世
界
の

中
心
に
あ
る
高
山「
須
弥
山

（
し
ゅ
み
せ
ん
）」
を
表
す
と
伝

岡三にいがた証券
三条支店
支店長	齋藤	俊明

〒 955-0062 三条市仲之町 1-12
TEL：0256-35-1961

JAPANESE
GARDEN
in NIIGATA

所在地／南蒲原郡田上町大字田上丁2402-8　入場料／大人400 円		小・中学生300 円
休館日／毎週水曜日、年末年始 (10月、11月は無休 )　開館時間／午前 9時〜午後 4時
問い合わせ先／0256-57-2040
詳細はホームページをご覧ください→ https://www.town.tagami.niigata.jp/kankou/docs/8189.html

支店のご紹介美
し
き
新
潟
の
庭
園

越
後
豪
農
の
館
椿ち

ん
じ
ゅ
そ
う

寿
荘

田
上
町
指
定
文
化
財

仏
道
の
理
に
か
な
っ
た
千
町
歩
地
主
の
枯
山
水
庭
園

文・写
真
／

藤
井
哲
郎（
庭

て
い
お
く
い
ち
に
ょ

屋
一如
研
究
会
）

ずっと この街 にいがたと

「三条支 店」

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

付
書
院
の
書
院
窓
は
、
上

座
に
座
る
主
賓
や
当
主
が
庭

を
見
る
特
別
な
額
縁
で
す
。

書
院
窓
越
し
に
見
え
る
飛
石

列
は
、
須
弥
山
石
組
み
を
奥

山
に
見
立
て
る
と
蛇
行
す
る

大
河
に
、
ま
た
須
弥
山
を
発

し
た
仏
の
教
え
が
あ
ま
ね
く

広
ま
る「
流
通（
る
づ
う
）」
を

表
し
て
い
る
よ
う
に
も
観
て
と

れ
ま
す
。

　

旧
田
巻
家
主
屋
は
、
年
に一

日
だ
け
秋
に
特
別
公
開
さ
れ

ま
す
。
主
屋
と
椿
寿
荘
を
同

日
に
見
学
し
て
、
豪
農
の
栄
華

を
偲
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
詳
細
は
椿
寿
荘
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上／銘木を用いた書院造
下／蛇行する飛石の流れ

中央に三尊石組、右奥に須弥山石組

1819
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特集：

災害を生き延びる
防災リテラシーを学ぶ
にいがたトップインタビュー
北越工業株式会社

明日のためにできること
糖尿病は一度なったら
一生治らない？

運用と情報の
岡三にいがた証券

岡三証券グループとしての強みを活かし、
グローバルネットワークを通じた、

タイムリーで質の高い情報をお届けします。

■柏崎支店 〒945-0055	柏崎市駅前1-5-1	 0257（23）6277
■上越支店 〒943-0834	上越市西城町3-5-24	 025（524）0290
■見附支店 〒954-0057	見附市新町1-17-23	 0258（62）1680
■小出支店 〒946-0011	魚沼市小出島487	 025（792）1355
■五泉支店 〒959-1863	五泉市東本町2-5-1	 0250（43）0291
■小千谷営業所	 〒947-0028	小千谷市城内1-2-14	 0258（83）0290

■本店
〒940-0062	長岡市大手通1丁目5番地5
TEL.0258（35）0290

■新潟支店
〒951-8068	新潟市中央区上大川前通6番町1178－1
TEL.025（224）6231

■十日町支店	 〒948-0082	十日町市本町3-358-1	 025（757）4101
■三条支店 〒955-0062	三条市仲之町1-12	 0256（35）1961
■新井支店 〒944-0043	妙高市朝日町1-2-7	 0255（72）3145
■新発田支店	 〒957-0052	新発田市大手町1-1-15	 0254（24）0290
■六日町営業所	 〒949-6680	南魚沼市六日町1831	 025（770）0291

商号等	：	岡三にいがた証券株式会社　金融商品取引業者	関東財務局長(金商)	第169号　加入協会	：	日本証券業協会

お問い合わせは （平日9：00～17：00）

岡 三 よ ろ し く
0120-03-4649

■お問い合わせは

https://www.okasan-niigata.co.jp
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